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取扱 説明 書 


7L/MCO トラ ン シ ー バ ー を お 買 よ 上げ い た だ きま し 
て あり が と う ご ざ いま す 。 

本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 いた 
だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使 居 前 に 最後 まで お 
読み 下さ い 。 ま た この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 下さ い 。 
ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役に立ち 
ます 。 


JJ し イコ 電 株 式 会 社 


この 無線 機 を 使用 する に は 、 郵 政 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す . また 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 
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DJ-F1.F4 の キー ボー ド 操 作 及 び 、 DJ- K1/S1,K4/ 
S4 に キー パッ ド (オプ ショ ン ) を 装着 し た 時 に 可能 
な 運用 方 法 で す 。 


ニュ ミー ニニ ーー 一 ーー ニニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーーーーーーー 


ロー- ] 居 波数 の 設定 の 仕方 OUR YETWWYkewh の en は mw が NR 人 | 
5-2 メモ リー チャ ン ネ ル の 呼び 出し 方 ………… 35 
5- 3 スキ ャ ン の 運用 方 法 た CM USC か Cr イ そ ま w2 か 2 た も Neareie 3B 
5- プラ イオ リティ の 運用 方 法 生か ント 7 
55 オフ セッ ト 周 波数 の 設定 ……… ド iminnit 4 
5-6 シフ ト 方 向 と スプ リッ ト の 設定 ……………ー 4 
5-7 リバ ボー ス 機 能 oo 4P 
5-8 トー ン 周 波数 の 設定 … で eeeooeoeererrrrrerd 4p 
5-9 トー ン エ ンコ ー ダ トー ンス ケル チ の 設定 … 43 
5-10 DSQ 機 能 ………… SGPt2S23GSses 44 
5- 11 トラ ンス メッ セー ジ 様 能 FFP PPTEY ド と と と どす デミ で です Hp 
5- 12 DIAL 機 能 同和 いす すす すか PP に に ぶ で で ロロ 
5-13 オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 …… ド ドド ドーー 58 
5- 14 メモ リー シフ ト 操作 ETPPPPPYPTCCLTPYPPLTTKCYETEK エ FE 5B 
5- 15 ダイ ヤル チェ ンジ 操作 時 すす すす すす すす ドミ ドド と すす さと 5B 
5- 15 ビー プ 音 の ON/OFF 操 作 Se Ed 
5- ]/ リモ コン マイ ク 機 能 SOS 5d 
6 オプ ショ ン の 取り 付け 方 法 …………… 60 
6-1 キー パンド ooo BU 
6-2 DTMF ユ ニッ ト と トー ンス ケル チ ユ ニッ ト … 色 
7 故障 と お 考え に な る 前 に ……ーーー… 8 
8 保守 UNDEROEODSORSSSS SOCEPSOR2NEneusie2nes Be 
は - 1 アフ ター サー ビス FFPTPFPFTFYYTTTETPTYYYT で PPYY す で と bp 
8-2 リチウム 電池 の 交換 時 FFP すす すす すす で すす すす すす で と で すす で で Be 
9 申請 書 の 召 き 方 NOoNuaace2Snysteosssessaes 63 


10 JARL 制 定 ア マチ ュ ア バン ド 使 用 区 分 64 


11 オプ ショ ン AA 64 


この 取扱 説明 書 は 、DJ- K1. DJ-S1. DJ- F1 と DJ- K4 , 
DJ-S4.DJ- F4 を いっ し ょ に 説明 し て いま す 。 イ ラス ト 
は DJ- F4 を 主 に し て いま す 。 


] ご 使用 の 前 に 「 必ず お 読み くだ さい 


1-1 ご 注意 e ぁ ケー ス を は ず し て 内 部 に 手 を 触れ な いで 下さ い 。 

w 乾電池 の 二 、 一 を 正しい 方 向 に 入れ て 下さ い 。 

@ 付属 の アン テ ナ を 完全 に 取り つけ て お 使い 下さ い 。 

@ 高 混 、 多湿 、 ほ こり の 多い 場所 は 避け て ご 使用 下さ い 。 


@ 外部 電源 に は 必ず 専用 の アク ティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガ 
ライ ター ケー ブル N EDC-36 を お 使い 下さ い 。 


1-2 電波 を 発射 する 前 に ハム バン ド の 近く に は 、 多 く の 業 務 用 無線 局 が 運用 され 
て いま す 。 こ れ ら の 無線 局 の 近く で 電波 を 発射 する と ア 
マチ ュ ア 無線 局 が 電波 法令 を 満足 し て いて も 、 思 わ 応 電 
波 障 害 を 起こ すこ と が あり ます の で 、 移 動 運用 の 際 に は 、 
PC 十分 ご 注意 下さ い 。 
特に 次 の よう な 場所 で の 運用 は 原則 と し て 行なわ ず 、 必 
要 な 場合 は 、 管 理 者 の 承認 を 得る よう に し まし ょ う 。 
航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 業 務 用 無線 局 及 
び 中 継 局 周辺 な ど 。 


2 付属 品 に つ し る 


① バ ッ テ リ ー ケ ー ス 

② ア ン テ ナ 

③ ベ ルト クリ ッ プ (ビス 2 本 ) 
ハン ドス トラ ッ プ 


介 取扱 説明 書 
@ 保 証書 
@ 探 作 カ ー ド 
DJ-K1/S1/F1 DJ-K4/S4/F4 
1 意 池 の セッ ティ ング a. バッ テリ ー ケ ー ス の フタ を あけ ます 。 


b. 市 販 の 単 三 電池 を 6 本 入れ ます 。 
( 長 時 間 運 用 の た め に は 、 ア ルカ リ 乾 電池 の ご 使用 を 
お すす めし ます 。 

c. バッ テリ ー ケ ー ス の フタ を 閉じ ます 。 


(② パ バッテリ ー ケ ー ス の a. 取り つけ 

取り 付け と 取り 外し 1. 本 体 虐 の リリ ー ス ロッ クノ ブ を aー 1 の 矢印 の 様 に 
押し て ロッ ク を 外し ます 。 

2. バ ッ テ リ ー ケ ー ス の つめ を 本 体 に 差し 込み パッ テ 
リー ケー ス を ロッ ク す る まで 押し ます 。 

3. 本 体 虐 の リリ ー ス ロッ クノ ブ を ョ a 一 2 の 矢印 の 様 に 
押し て ロッ ク し ます 。 

b. 取り 外し 

1. 本 体 庶 の リリ ー ス ロッ クノ ブ を a 一 1 の 矢印 の 様 に 
押し て ロッ ク を 外し ます 。 


8 本 体 の 開 の リリ ー ス ボタ ン を 矢印 の 方 向 に 押し ます 。 


付属 の ベル トク リッ プ を ビス 2 本 で 本 体 の 後 側 に 図 の よ 


(③ ベル トク リッ プ {? 


づ 各部 の 名 称 と 補 能 


3-1 上 面 操作 部 


アン テ ナ コ ネクター 


お 電源 〆 ボ リュ ー ム ツマ ミ 


@SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ 


@ ダ イヤ ルツ マミ 


付 客 の アン テ ナ を 接続 する た め の コ ネクター で す 。 
BNC コ ネクター を 使 月 すれ ば 、 外 部 アン テ ナ を 接続 で 
きま す 。 


電源 の ON/OFF お よび 音量 調整 の ツマ ミ で す 。 
右 に 回 す と 電源 が 入り 、 さ ら に 回 す と 受信 音 が 大 きく な 
り ま す 。 


無 信号 時 の “ザー" と いう 雑音 を 消去 する ツマ ミ で す 。 
右 に 回 す と “ザー" と いう 音 が 消え 、 左 に 避 す と "ザー" と 
いう 音 が し ます 。 


運用 周波 数 の 設定 お よび メモ リー チャ ン ネ ル の 切り 換え 
等 を 行ない ます 。 


3-2 前 後面 、 側 面 操作 部 


ファ ンク ショ ン キ ー 


PTT キ ー (2 カ所) 


ゆ LAMP キ ー 


MONI キ ー 


CALL キ ー 


らら 6 の ② 


) 


この キー と 、 他 の キー を 組み 合わ せ て 使用 する こと に よ 
り 、 い ろ い ろ な 機能 を 呼び 出す こと が で きま す 。 


送信 と 受信 を 切り 換え そる スイ ッ チ で す 。 
この キー を 押し て いる 間 は 送信 状態 と な り ま す 。 


1 回 押す と 、 約 5 秒間 ラン プ が 点灯 し ます 。 
[F| キー を 押し な が ら 押 す と 、 常 条 に な り ま す 。 


この キー を 押し て いる 間 だ け 、SQL ツ マミ の 位置 に か 
か わら ず 、SQL ツ マミ を 左 に 回 し 切っ た 時 と 同じ 動作 
に な り ま す 。 
[F] キ ー を 押し な が ら 押 す と 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ を 動作 
で きま す 。 


CALL チ ャ ン ネ ル を 呼び 出せ ます 。 
[F] キ ー を 押し な が ら 押 す と 、 セ ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 


⑳V/M キ ー 


⑩SCAN キ ー 


PO キー 


⑧ ス ピー カー 
マイ クロ ホン 
LCD 表 示 部 


⑯ キ ー ボ ー ド 


め SP 端 子 
MIC 端 子 


DCIN 


VFO モ ー ド と メモ リー モー ド を 切り 換え ます 。 
[F| キー を 押し な が ら 押す と 、 メモ リー 書き 込み が で き 
ます 。 


スキ ャ ン 動 作 を 開始 し ます 。 
キー を 押し な が ら 押 す と 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ を 切 
換え で きま す 。 


送信 出力 を H/M/L の 3 段階 に 切り 換え ます 。 

[F| キー を 押し な が ら 押 す と 、 周波 数 ロッ クノ PTT 
キー ロッ ク の 状態 に 設定 で きま す 。 

薄型 スピ ー カ ー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 

コン デン サー マイ クロ ホン が 内 蔵 さ れ て いま す 。 
各種 機能 の 勤 作 を 表示 し ます 。 

拡張 機能 の 運用 が で きま す 。 

DJ-F1/F4 は 標準 装備 し て いま す 。 

DJ- K1/K4/S1/S4 は 、 キ ー パ ッ ド ESK-1B/W/Y (オプ 
ショ ン ) を 装着 する こと で 使用 で きま す 。 DJ- 81/S4 に 
は (B) 黒 、(W) 白 、(Y) 黄 の 3 色 が あり ます 。 

当社 オプ ショ ン の スピ ー カ ー プ ラグ 接続 端子 で す 。 
当社 オプ ショ ン の マイ ク プ ラグ 接続 端子 で す 。 

13.8v の 外部 電源 接続 記 子 で す 。 


当社 オプ ショ ン の アク ティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガ ラ イ ター 
ケー ブル N EDC- 36 を 必ず 使用 し て 下さ い 。 


〔 パ シ pppppp5p《 セ ニシ ニシ トド トロ ヨ ポ bb* ニニ ニニ SQ ニ ぬ トド g⑤Vp※S ニ  . - __ ーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


3-3 LCD 表 示 部 


②)PS 表 示 
③PRI 表 示 
②③T.SQ 表 示 
⑤: シ フト 方 向 表示 


スプ リッ ト 表 示 


プ DIAL 表 示 


8DSQ 運 用 表示 


党 ス キッ プ 表 示 


⑩ タ イマ ー ス キャ ン 表 示 


ぎ iag 朋 ロロ リル ! 信 


六 ロロ ロロ 


③ ⑱ 


~ LOW パワ ー ン MID パ ワー ング HIGH パ ワー の 3 段階 を 表 わ 


し ます 。 
プロ グラ ム ス キ ャ ン 動 作 中 に 点灯 し ます 。 
プラ イオ リティ 動作 中 に 点灯 し ます 。 


トー ン エ ンコ ー ダ ント ー ン スケ ル チ の 設定 状態 を 表示 し 
ます 。 


送信 シフ ト 方 向 を 設定 時 、「」 か 「 一 」 を 表示 し ます 。 
スプ リッ ト 機 能 設定 時 に 点灯 し ます 。 

DIAL No . が メモ リー され て いる こと を 表わし ます 。 
DSQ 運 用 状態 を 表示 し ます 。 


メモ リー スキ ャ ン 動 作 中 に 、 ス キッ プ さ れる メモ リー で 
ある こと を 表わし ます 。 


消灯 時 ビジ ー ス キャ ン 、 点 灯 時 タイ マー スキ ャ ン を 表 わ 
し ます 。 


隔 


⑪ メ モリ ー グ VFO 表 示 


⑭AP 表 示 

⑬ バ ッ テ リ ー セ ー プ 表示 
⑭ メ モリ ーNo. 表 示 
⑲FL 表 示 

@⑯PL 表 示 


⑰S/RF 表 示 
⑱ ト ラン ス メ ッ セー ジ メ モ リー 表示 


⑲ 周 波数 デシ マル ポイ ント 表示 


トー ン 周 流 数 
デシ マル ポイ ント 表示 


@DS/RF メ ー タ ー 表 示 


@9UL 表 示 


⑬ 周 波数 表示 


メモ リー モー ド 時 「M」、VFO モ ー ド 時 「V」 を 表示 し 
まま W。 


オー ト パ ワ ー オ ブフ 設定 中 に 点灯 し ます 。 
バッ テリ ー セ ー ブ 動 作 中 に 点灯 し ます 。 
メモ リーNo . を 表示 し ます 。 

周波 数 ロッ ク 状 態 を 表わし ます 。 
PTT キ ー ロ ッ ク 状 態 を 表わし ます 。 


送信 中 は 点灯 し ます 。 
受信 中 は 、 ス ケル チ が 開い て いる 時 に 点灯 し ます 。 


トラ ンス メッ セー ジ が メモ リー され て いる こと を 表わし 
ます 。 


受信 周波 数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 を 表示 し て いる 時 の 
MHz デシ マル ポイ ント で す 。 
スキ ャ ン 中 、 点 減 し ます 。 


トー ン 周 波数 を 表示 し て いる 時 は Hz デシ マル ポイ ント 、 
チャ ン ネ ルス テッ プ を 表示 し て いる 時 は kHz デシ マル ポ 
イン ト を 表わし ます 。 


受信 時 は 、 信 号 の 強 さ を 示す S メー ター と し て 、 送 信 時 
は 、 送 信 出 力 の 強 さ を 示す RF メー ター と し て 働き ます 。 
表示 周波 数 が UNLOCK の 時 に 点灯 し ます 。 


送受 信 周波 数 、 オフ セッ ト 周 波数 、 トー ン 周 周波 数 、 た 
ン ネ ルス テッ プ 、DSQ コ ー ド 、DIAL No . を 表示 し ます 。 


送信 動作 
周波 数 や メモ リーNo . の 周波 数 1MHz の UP/DOWN 
UP/DOWN 動 作 動作 


SET | CALL 周 波数 の 呼び 出し 
VFO 周 波数 と メモ リー 周波 数 の | VFO 周 波数 を メモ リー に 書き 込む 動作 
切り 換え メモ リー、 CALL の 周波 数 ロッ ク 動 作 


チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 


局 波数 ロッ ク 動 作 と 送信 禁止 動 


り : 科 言 七 【 2 
FL/PL | 送信 出力 の 3 段 切 り 換え 作 の ON/OFF 


シフ ト 方 向 、 ス プリ ッ ト と オフ 
セッ ト 周 波数 の 設定 
トー ン エ ンコ ー ダ ノン トーン スケ 
ル チ 動 作 と トー ン 周 波数 の 設定 
周波 数 入力 を 1MHz か ら に する 
6 DTMF コ ー ド 送出 まで の 時 間 を 
750mS に する 
PTT キ ー を 難 す と DTMF コ ー ド 
[C] を 送出 させ る 


(3 キー ボー ド 操 作 
DJ-F1.F4 の キー ボー ド 操 作 及び 、 DJ- K1/S1,K4/S4 に キー パッ ド ESK- 1B/W/Y 


(オプ ショ ン ) を 装着 し た 時 に 可能 な 操作 で す 。 

シフ トカ 親 キ ノー と スプ リッ ト の 疫 定 

オフ セッ ト 財 肖 の 彼 

リス 動作 

トー ン 玉 の 設定 

メモリ ー ス キャ ン 間 0 キッ 7 作 ONOFF 
6 T.SQ トー エンコーダ ー/ ト ーッ スケ ル チ 生 隊 


5 PP 

0 pcHG 数 字 0 の 入力 ( 有 紅 と X モ リー を 上 る 
ン ネ ルス テッ プ UP 動 作 【 2 

深 沈 チャ ン ネ ルス テッ プ UP 動 作 (スキ ャ ンス 


ター ト !、DTMF コ ー ド # の 入力 100kHz UP 動作 


。 | チャ シネ ルス テッ プ DOWN 動 作 (スキ ャ 
kHz DOWN 
YOU ンス ターN、DTMF コ ー ド ※ の 入 カ MM 
PRI プラ イオ リティ 動 作 6 
DI .0 十 
A 。 DIALM DSO の AL No. の 設定 


DTMF コ ー ド B の 入力 DSQ の コー ド 設 定 
BE 数 字 キ ー 入 力 の 解除 動作 メモ リー シフ ト 動作 
C DTMF コ ー ド C の 入力 ( 寺 リ ー、 CALL の デー ター を FO に ギー する ) 
[PIDSQ MESS DSQ の モー ド 設 定 

D DTMF コ ー ド D の 入力 


トラ ンス メッ セー ジ の 表示 


4 運用 方 法 1 


(1) 源 ON と 音量 調整 

[VOL] ツマ ミ を 右 に 回 し て 電源 を 入れ ます 。 音量 は 
右 方 向 に 回 し て いく と 大 きく な り ま す 。 適当 な 音量 | 
セッ ト し ます 。 


(2! スケ ル チ の 調整 
[SQL] ツ マミ を ゆ っ くり と 用 に 回 し て 行き 、" ザ ー" と 
いう 雑音 が 消え る 位置 に セッ ト し ます 。 


電源 ON と 音量 調整 


ーーーー SQL 調 束 
(は 周波 数 の 設定 を し ます 。 
『4-4 周 波数 の 設定 の 仕方 』 を 参照 し て 下さ い 。 
セッ ト し た 周波 数 で 信号 を 受信 する と 「S/RF」 が 点灯 
し スピ ー カ ー よ り 栃 手 局 の 音声 が 聞こ えて きま す 。 


4-2 送信 の 仕方 


1 肖 信 の 手順 ① 周 波数 の 設定 を し ます 。 

『A- 4 周波 数 の 設定 の 仕方 』 を 参照 し て 下さ い 。 
②PTT キ ー を 押し 送信 状態 に し ます 。 
「S/RF」 が 点灯 し ます 。 

③PTT キ ー を 押 し な が ら 本 体 前 面部 に 向っ て 普通 の 大 き 
さ の 戸 で 話し て 下さ い 。 

③④PTT キ ー を 離す こと に よっ て 送信 終了 と な り 、 受 信 状 
態 に 戻り ます 。 


(2 居 信 出力 の 切り 換え 方 出荷 時 及び リセ ッ ト 後 は 、MID パ ワー 出力 で す 。 
LOW パ ワー ① "や O 〇 キー を 1 回 押す と 、LOW パ ワー 出力 に な り ま 
< 用 す 。 
ーー OO0mW の wO キー を 再度 押す と 、HIGH パ ワー 出力 に な り ま 


MID パ ワー る 
上 ③ や O キー を も う 1 回 押す と 、MID パ ワー 出力 に 戻り 
表 9 
HIGH パ ワー 
し 1 | 症 計 W 
{DCIN 13.8V) 
注意 


温度 が 上 昇 す る と 、 セ ッ ト 保 護 の 為 、 出 力 を 下げ る よう 
に 設計 され て いま す 。 
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4-3 運用 モー ド に つい て 


( 澤 用 モー ド に つい て 
2 周波 数 や 各種 機能 が 設定 で き 、 バ ンド スキ ャ ン ・ プ ログ 
ラム スキ ャ ン ・VFO プ ライ オリ ティ の 動作 が で きま す 。 
4 ゴ コ 00 


メモ リモ ー ド メモ リー チャ ン ネ ル 0 ~39 の 40 チ ャ ン ネ ル を 持つ て いま 

す 。 
ゴイ 記 それ を 呼び 出し 、 運 用 する モー ド で す 。 
ニー ニョ メモ リー モー ド は さら に 、M 点 灯 と M 点 減 の モー ド に 分 

か れ ま す 。 
メモ リー スキ ャ ン と メモ リー プラ イオ リティ の 動作 が で 
きま す 。 
M 点 滅 モ ー ド で は バン ドス キャ ン 動 作 も で きま す 。 


CALL チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し 、 運用 する モー ド で す 。 
CALL モ ー ド は さら に 『 点灯 と !/ 点 減 の モー ド に 分 か れ 


| 
| ロロ まま 。 
r7 け 300 CALL プ ライ オリ ティ 動作 が で きま す 。 
『 点滅 モー ド で は 、 バ ンド スキ ャ ン 動 作 も で きま す 。 


点灯 モー ド 表示 周波 数 が 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル (CALL チ ャ ン ネ ル ) 
に 書き 込ま れ て いて 、 か つ 、 そ の 周波 数 の 変更 が 不可 能 
メモ リー モー ド な (ロッ ク さ れ て いる ) 状態 を 示し ます 。 [F] キー を 押し 
な が ら *" や 〇 キー を 押す 操作 で 、 点 減 モ ー ド に か わり ます 。 
A4 ロロ 
サリ ゴゴ リロ 
CALL モ ー ド 


点 減 モ ー ド 
メモ リー モー ド 


| 季 3309 ) 


CALL モ ー ド 


(② 運 用 モー ド の 切り 換え 方 
メモ リー モー ド に する 。 


CALL モ ー ド に する 。 


MEO モ EEー ド に よる 。 


(3 セッ トモ ー ド に つい て 


操作 


メモ リー チャ ン ネ ル (CALL チ ャ ン ネ ル ) に 書き 込ま れ 
て いる 周波 数 を 、 一 時 変更 で きる モー ド で す 。 

点 減 モ ー ド で は 、VFO 同 様 に バン ドス キャ ン 動 作 が で 
きま す 。 

一 時 変更 後に メモ リー チャ ン ネ ル の 変更 を し た り 、 モー 
ド を 変え た りす る と 、 元 の 内 容 に 戻り ます 。  . 
[F] キー を 振 し な が ら ""O キー を 押す 操作 で 、 変 更 し 
た 周波 数 を 書き 込む 事 が で きま す 。 こ の 時 、 吉 灯 モ ー ド 
に か わり ます 。 


VFO モ ー ド で “ 〇 キー を 押し ます 。 


VFO モ ー ド まだ は 、。 メモ リー モー ド で で 〇 ① キー を 押 
し ます 。 

CALL モ ー ド で “で 〇 キー を 押す と 、 元 の モー ド (VFO 
また は メモ リー モー ド ) に 戻り ます 。 

CALL モ ー ド で “ 〇 キー を 押し て も 、 元 の モー ド (VFO 
また は メモ リー モー ド ) に 戻り ます 。 


メモ リー モー ド で ““ 〇 キー を 押し ます 。 


各種 機能 の 設定 を する モー ド で す 。 

この モー ド の キー 肖 作 は 、 各 キー に 表示 され て いな い の 
で 、' す 4 キー 操作 一 覧 (2) セット モー ド 操 作 」 を 御覧 下 
さい 。 


[|F! キ ー を 押し な が ら <. 〇 キー を 埋 し ます 。 
ピー 音 が 鳴っ て 、 セ ッ ト モ ー ド に な っ た 事 を 知ら せま す 。 
同 操作 で セッ トモ ー ド を 解除 で きま す 。 
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4-4 周波 数 の 設定 の 仕方 


チャ ン ネ ルス テッ プ UP/DOWN 


1MHz UP/DOWN 


4-5 CALL チ ャ ン ネ ル の 
連用 方 法 


⑪)CALL チ ャ ン ネ ル の 呼び 出し 方 


"ゴゴ 75 


(2②)CALL チ ャ ン ネ ル 周 波数 
の 書き 換え 方 


4-6 メモ リー の 運用 方 法 


出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ は 10kHz に 
設定 され て いま す 。 


ダイ ヤル | を 右 に 回 す と 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 分 UP し ま 
す 。 

| イヤ ル ' を 左 に 回 す と 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 分 DOwN 
し ます 。 


[F] キ ー を 押し な が ら 取 イヤ ル | UN 9 ダグ 
で UP/DOWN し ます 。 


出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、CALL チ ャ ン ネ ル に は 、 下 記 周 
波数 が 設定 され て いま す 。 

(DJ-K1/S1/F1) 145.00MHz 

〈DJ-K4/S4/F4) 433.00MHz 


① “TO 〇 キー を 押す と CALL チ ャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ 、 
メモ リーNo . の 表示 が 「 / 」 点 灯 に 変わ り ま す 。 

ぢ 再度 “ 〇 キー を 押す か 、 "" 〇 キー を 担 す と 、 元 の 
VFO ま た は メモ リー モー ド に 戻り ます 。 


①③ “で 〇 キー で CALL チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 

②|F| キ ー を 押し な が ら ““" 〇 キー を 押し ます 。 ピ ー 音 
が 鳴り 「 / 」 点 灯 が 点 減 に 変わ り ま す 。 

③ 周 波数 の 設定 を 行ない ます 。 

③ 再 度 [F] キ ー を 押し な が ら 、 “ 〇 キー を 押し ます 。 
ピー 音 が 鳴り 「 7 」 点 減 が 点灯 に 変わ り 、 書 き 込 み 
完了 で す 。 


本 機 の メモ リー チャ ン ネ ル は 、0~39 の 40 チ ャ ン ネ ル あ 
罰 ま すず 。 

出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 全 メモ リー チャ ン ネ ル に 下記 周 
波数 が 設定 され て いま す 。 

〈DJ- K1/S1/F1 145.00MHz 

DJ- K4/S4/F 433.00MHz 


1) メモリー チャンネル の 呼び 出し 方 ① ““ 〇 キー で メモ リー モー ド に し ます 。「V」 の 点灯 
| が 「M」 の 点滅 か 点灯 に 変わ り ま す 。 


Mu ゴゴ ロワ | ② ダ イヤ ル を 回 す と 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が 切り 換わり 
ます 。 
(2)VFO 周 波数 の メモ リー チャ ン ネ ル 
へ の 書き 込み 方 
メモ リーNo . を 選ぶ 。 


6 ① “OO キー で メモ リー モー ド に し ます 。 
"サリ ゴ ゴリ | メモ リー モー ド の 区 イ ヤル を 使っ て 希望 の メモ リーN0 . を 選び ます 。 


周波 数 を 決め る 。 
③ ""O キー で VFO モ ー ド に 戻し ます 。 


ョ 37 ガ 5 有 7 | VoE-k 。③ 局 波 数 の 設定 を 行い ます 。 


⑤[F] キ ー を 押し な が ら " 〇 キー を 押し ます 。 
ピー 音 が 鳴り 、 書き込み 完了 で す 。 


M コ ビ ロ ロ ⑥ “ 〇 キー で メモ リー モー ド に する と 、VFO 周 波数 
37 ゴ 5 有 7 | メモ リー モー ド が 書き 込ま れ 、「M」 が 点灯 し て いま す 。 
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ーーーーーーー ーーーーーーーー ボ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーー デー デーーーー ツ ーー ツー ーー ーー 


(③ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 周 波数 の 


書き 換え 方 


メモ リーNp . を 選ぶ 。 


| 39 ゴ 5 | 


| 


点滅 に する 。 


点灯 に する 。 


(④⑳ メ モリ ー 間 コピ ー の 仕方 


絆 
3959 | 


0 


IS 


① "Y" 〇 キー で メモ リー モー ド に し ます 。 
②| 令 イヤ ル | を 使っ て 希望 の メモ リーNo . を 選び ます 。 
「M」 が 点 減 し て いる 時 に は 、 次 の 操作 は ② か ら で す 。 


③[F] キ ー を 押し な が ら 、 “ 〇 キー を 押し ます 。 ピ ー 
音 が 鳴り 、「M」 点 灯 が 点滅 に 変わ り ま す 。 


③④ 周波 数 の 設定 を 行ない ます 。 


⑥[F , キ ー を 押し な が ら 、 “ 〇 キー を 押し ます 。 ピー 
音 が 鳴り 、「M」 点 滅 が 点灯 に 変わ り 、 書 き 込み 完了 
で すず 


パ モ リー チャ ン ネ ル か ら X モ リー チャ ン イ ル ベ ペデ ー タ を 
コピ ー す る こと が で きま す 。 


③ コ ピー 元 の メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 


@[F キー を 担 し な が ら 陶 イヤ ル |] を 回 し て コピ ー 先 の 
メモ リーNo. を 選び ます 。 


No . の み 変化 し 、 表示 周波 数 等 は 変化 し ませ ん 。 


③[Fj キ ー を 埋 し た まま で ぶつ 〇 キー を 押し ます 。 
ビー 音 が 鳴り 、 コ ピー が 完了 し ます 。 


4 に 


5 メモ リー で きる 内 容 


4-7 スキ ャ ン の 運用 方 法 
(1) パ ンド スキ ャ ン 操 作 


メモ リー チャ ン ネ ル 0 ~39 及 び CALL チ ャ ン ネ ル に は 、 
下記 の 内容 を メモ リー する こと が で きま す 。 

・ 周 波数 

・ シ フト 方 向 ー グ +、 ス プリ ッ ト 設 定 

・ ト ー ン エン コー ダン トー ンス ケル チ 設 定 

・DSQ 設 定 

・ ト ー ン 周波 数 

・ オ フ セ ッ ト 周 波数 


バン ド 内 を スキ ャ ン し ます 。 


①%wO キー を 塗 し ます 。 
デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 ス キャ ン が 始ま り ます 。 


②③ スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と 、 そ の 周波 数 で スキ ャ 
ン が 停止 し ます 3 


③ ス キャ ン 停 止 時 、 次 の 周波 数 へ 進め る た め に は 
人 ダイ ヤル ! を 回 し ます 。 訪 へ 回 す と UP 方 宮 に 、 左 へ 回 
す と DOWN 方 向 に スキ ャ ン を 進め ます 。 


仙 再 度 “”" 〇 つ キー を 押す と 、 ス キャ ン は 角 . 除 され ます 。 
*Y% 〇 キー、 PTT キ ー で も 解除 で きま す 。 
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② メ モリ ー ス キャ ン 操 作 


(③ ス キャ ン 方 式 に つい て 


ビジ ー ス キャ ン 方 式 


タイ マー スキ ャ ン 方 式 


メモ リー モー ド で 運用 で きま す 。 
M 点 減 の メモ リー チャ ン ネ ル は 無視 され ます 。 
① “ 〇 キー に より 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 


②⑨ ““ 〇 キー を 押し ます 。 
デン マル ポイ ント が 点 減 し 、 ス キャ ン が 始ま り ま す 。 


③ ス キャ ン 中 に 信号 を 受信 する と 、 そ の メモ リー チャ ン 
間 寺 0 


③④ スキ ャ ン 停 止 時 、 次 の チャ ン ネ ル へ 進め る に は 
妥 イ ヤル | を 回 し ます 。 右 に 回 す と UP 方 向 に 左 へ 回 す 
と DOWN 方 向 に スキ ャ ン を 進め ます 。 


@ 再 度 “" 〇 キー を 押す と スキ ャ ン は 解除 され ます 。 
その 他 “YO 〇 キー、 PTT キー で も 解除 で きま す 。 


信号 を 受信 し て いる 間 、 ス キャ ン 動 作 が 止ま り ま す 。 
信号 \2 秒間 な く な る と 、 再 び ス キャ ン 動 作 を 開始 し ま 
(出荷 時 及び リセ ッ ト 後 は 、 ビジ ー ス キャ ン 方 式 に 設定 
され て いま す ) 


q 


信号 を 受信 する と 、 ス キャ ン 動 作 が 止ま り ま す 。 

信号 を 受信 し て いて も 、5 秒 経過 する と 再び スキ ャ ン 動 
作 を 開始 し ます 。 

また 、 信 号 が な く な る と 、 ス キャ ン 動 作 を 再 旗 し ます 。 


スキ ャ ン 方 式 の 切り 換え 方 


隊 EEEHH 


し タイ マー スキ ャ ン 表 示 


上 


(4: プ ログ ラム スキ ャ ン 
スキ ャ ン の 上 限 / 下 限 
周波 数 の 書き 込み 方 
上 限 周 波数 を 決め る 。 


ViM 


メモ リー モー ド | O 


こく 1 レ 
4d コ 0 


| 呈 紀 


『 H 』 を 選ぶ 。 


人 37 


VM 


ひ 
VFO モー ド 
NN _ 書き 込み 提 作 


VM 
〇 
メモ リー「H」 


| 2ed509 | 


①[F: キ ー を 押し な が ら 3 〇 キー を 押し ます 。 

ピー 音 が 鳴り 、 セ ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 

② vw キー を 1 回 押し ます 。 

「/ 和 fy) が 点灯 し 、 以 降 の スキ ャ ン は タイ マー スキ ャ ン 方 
式 に な り ま す 。 

③ 再 度 vw キー を 押す と 中 」 が 消え 、 以 降 の スキ ャ ン 
は 、 ビ ジー スキ ャ ン 方 式 に 戻り ます 。 

④ “ 〇 キー を 押し て セッ トモ ー ド を 解除 し ます 。 ピ ー 
音 が 鳴り ます 。 「 


VFO モ ー ド で 、 メ モリ ーー チャンネル H と L の 周波 数 の 
間 を スキ ャ ン さ せる 事 が で きま す 。 


① ス キャ ン の 上 限 周 波数 を 設定 し ます 。 

② “ 〇 キー に より メモ リー モー ド に し ます 。 

③ イ ヤル | に より 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル H を 選び ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル H は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル O か ら 
1 チャ ン ネ ル DOWN す る と 呼び 出せ ます 。 


④ 〇 キー に より VFO モ ー ド に 戻し ます 。 


⑤'F] キ ー を 押し な が ら 、 “ 〇 キー を 押し ます 。 
上 限 周波 数 の 書き 込み が 完了 し まし た 。 


⑥ ス キャ ン の 下限 周波 数 を 設定 し ます 。 


②⑦ 以 下 、 ②~⑤ と 同様 の 操作 を 行ない ます 。 
た だ し 、 下 了 明 周 波数 は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ルト L に 書き 
込み ます 。 メモ リー チャ ン ネ ル L は 、 メ モリ ー チ ャ ン 
ネル H か ら 1 チャンネル DOWN す る と 呼び 出せ ます 。 


プロ グラ ムズ スキャ ン 操 作 


メモ リー チャ ン ネ ル ロ VFO モ ー ド に し て 、““^ 〇 キー を 押し ます 。 
sl 「PS」 が 点灯 し 、 デ シマ ルポ イン ト が 点 減 し て プロ グ 
94450 ~ ラム スキ ャ ン が 始ま り ます 。 
以降 の 操作 は 「(1) バ ンド スキ ャ ン 操 作 」 の ②ー④ を 参照 
し て 下さ い 。 
メモ リー チャ ン ネ ル L 
vu 注意 
2 の ピー この 時 、 両 方 の 周波 数 が 一 致し て いる 場合 や メモ リー 
チャ ン ネ ル L の 方 が 高い 周波 数 だ と パン ドス キャ ン に な 
り ます 。 


(プロ グラ ム ス キ ャ ン 例 ) 


| 1 


スキ ャ ン 上 了 
「 
_ 1500 


| 
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4-8 レビ ー タ の 運用 に 
つい て 


る 
DO 


オー トレ ビー タ セ ッ ト 


(送信 ) 


レビ ピー タ と は 、 遠 く 離 れ た 局 ど うし の 交信 を 可能 に する 
自動 無線 中 継 局 で す 。 

受信 と 送信 の 周波 数 が 5MHz 離 れ て いま す 。 また 、 信 号 
に 88 .5Hz の トー ン が 付加 され て いる 場合 に 動作 し ます 。 


周波 数 表示 が 439MHz 合 に な る と 、 目 動 的 に 一 5MHz シ 
フト 、88.5Hz トー ン が 設定 され ます 。 (オフ セッ ト 周 波 
数 、 ト ー ン 周波 数 と も に 初期 値 で す 。) 


① 希 望 す る レビ ー タ の 周波 数 を 選択 し ます 。 

②「|T|」「 一 」 表 示 の 確認 を し ます 。 

③ 他 局 が レピータ を 使用 し て いな いこ と を 確認 し て か 
ら 、 PTT キー を 押し て 約 2 秒間 送信 し ます 。 

②③ 電波 が レピータ 局 に 届け ば 、 レ ビー タ 装 置 が 動作 し て 、 
レピータ 局 の コー ル サ イ ン を 示す モー ルス 信号 また は 
音声 に よる ID 信号 が 聞こ えま す 。 (レビ ー タ に よっ て 
は ID 信号 の な いも の も あり ます 。) 

⑤ 自 局 の 電波 で レピータ 局 が 作動 し て いる 事 を 確認 の 
上 、 通 常 の 交信 を 行なっ て 下さ い 。 
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4-9 チャ ン ネ ルス テッ プ の 
設 
(1 設定 の 仕方 


SCAN 


①!F | キー を 押 し な が ら 、 了 和 6) キー を 押 し ます 。 
チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 


10KHz 


②: ダ イヤ ル | を 右 に 回 す と UP 方 向 に 切り 換わり ます 。 


③ 区 イヤ ル | を 左 に 回 す と DOWN 方 向 に 切り 換わり ま 
す 。 


③④ "“" 〇 キー を 押す と 、 設定 モー ド が 解除 され ます 。 


⑤ 再 度 [Fj キー を 押し な が ら YO キー を 押し て も 解除 
全 き まず び 。 


⑥ PTT キー で も 解除 で きま す 。 


4-10 シフ ト 方 向 と 
オフ セッ ト 周 波数 


設定 方 法 
DJ-K1/S1/F1 


Y 戸 器 
リロ ルリ 


DJ-K4/S4/F4 
2 骨 に 7 
コガ 


受信 周波 数 に 対し て 送信 周波 数 を 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 分 
だ け 、 二 また は 一 方 向 に シフ ト さ せる 機能 で す 。 


④[F] キ ー を 押し な が ら 。 〇 つ キー を 押し ます 。 
ピー 音 が 鳴り 、 セ ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 


②"W 〇 キー を 押す 毎 に 左記 の 様 に 設定 が 切り 換わり ま 
。 


③ 7 の キー を 押す と 、 セッ トド 玉 デ ド は 解除 され ます 。 


①④① セ ッ ト モ ー ド の "WO キー に より 「ー」 か が 「 十 」 を 点 
灯 さ せま す 。 
この 時 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 が 表示 され ます 。 
出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 下 記 オ フ セ ッ ト 周 波数 が 設定 
され て いま す 。 
DJ- K1/S1/F1〉》 600KHz 
DJ-K4/S4/F 5MHz 
オフ セッ ト 周 波数 は 、0 ~15.995MHz の 範囲 で 設定 
で きま す , 


ZZ 
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N 吉 


シフ ト 動 作 
オフ バ パンド に つい て 


PF 


4-11 スプ リッ ト 機 能 
(1 且 定 方 法 


区 スプ リッ ト 答 示 


350 


② 区 イヤ ゼル | に より 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 分 UP/DOWN 
で きま す 。 


③ [キー を 押し な が ら 尻 イ ヤル を 回 す と 1MHz 
UP/DOWN で きま す 。 


③ “ 〇 キー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 
ピー 音 が 喝 り 、 セ ッ ト モ ー ド は 解除 され ます 。 


PTT キ ー を 押す と 、 二 また は 一方 向 に オフ セッ ト 周 波数 
分 だ け シ フト され た 周波 数 で 送信 され ます 。 


送信 時 に シフ ト さ せ た 場 合 、 周 波数 範囲 を 超え る こと が 
あり ます 。 その 時 は 、LCD 表 示 部 に 「 。FF 」 と 表示 され 、 
送信 され ませ ん 。 


受信 周波 数 と 送信 周波 数 を それ ぞ れ 独 立 の 周波 数 で 運用 
で きる 機能 で す 。 


①[F」 キ ー を 押し な が ら 語 〇 キー を 押し ます 。 
ピー 音 が 鳴り 、 セ ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 


@ “" 〇 キー 押し て 「 @ 」 を 点灯 させ ます 。 
③ ツ 〇 キー 押し て 設定 を 完了 し ます 。 


② ス プリ ッ ト 動 作 


メモ リー13 


〈①VFO モ ー ド の 時 
受信 周波 数 : VFO 周 波数 
送信 周波 数 : メモ リー 周波 数 


②CALL モ ー ド 時 
受信 周波 数 : CALL 周 波数 
送信 周波 数 : VFO 周波 数 
また は 、 メ モリ ー 周 波数 


(9 民 性 モー ド 時 
メモ リー チャ ン ネ ル 0~93 
導 DD 
メモ リー チャ ン ネ ル 20 一 29 
人 時 


上 記 の 組み 合わ せ で 、 送 受信 の 周波 数 を 設定 で きま す 。 


注意 
メモ リー また は CALL モ ー ド で スプ リッ ト 機 能 を 運用 す 
る 場合 に は 、 あら か じ め メ モリ ー さ せ て お く 必 要 が あり 
ます 。 
24 
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入 ドーン エン ショ ー タ 


ノ ト ー ン スケ ル チ 機能 


[1 ) トー ン 周 波数 の 設定 


| 本 5 


トー ン 周 波数 一 覧 表 (単位 : Hz) 


①[F] キー を 押し な が ら や" 〇 キー を 押し ます 。 
ピー 音 が 鳴り 、 セ ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 


② “OO キー を 押す 毎 に 、 左 記 の 様 に 設定 が 切り 換わり 
ます 。 
トー ンス ケル チコ ユ ニット (オプション ) を 装着 し た 時 
だ け ト ー ン スケ ル チ 設 定 が 現われ ます 。 


③ ” 〇 キー を 押す と 、 セ ッ ト モ ー ド は 解除 され ます 。 


38 波 の トー ン 周 波数 を 切り 換え る 事 が で きま す 。 


① セ ッ ト モ ー ド の “ 〇 キー に より 、「[ 全 |」 を 点灯 さ 
ゼ ぜ ま ず 。 
この 時 、 ト ー ン 周波 数 が 表示 され ます 。 
出荷 時 及び リセ ッ ト 後 は 、88.5Hz と な っ て いま す 。 
② イ ヤル , を 回 し て 、 ト ー ン 周波 数 を 決め ます 。 
③ "や Y 〇 キー を 振 し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 


670 19 4 7.0 797 825 
85.4 88.5 91.5 94.8 97.4 100.0 
103.5 107.2 110.9 114.8 118.8 123.0 
127.3 131.8 136.5 141.3 146.2 151.4 
156.7 162.2 167.9 173.8 19.9 186.2 
192.8 203.5 210.7 218.1 225.7 233.6 
241.8 250.3 


トー エン コー ダ の 運用 


④⑪ セ ッ ト モ ー ド の "O キー に より 「[T| 」 を 点灯 させ 
ます 。 
98 っ ② PTT キー を 押し ます 。 
トー ン を 付加 し て 送信 し ます 。 


PTT オン 


M 


"3309 


トー ンス ケル チ ユ ニッ ト EJ-12u (オプ ショ ン ) を 装着 
し た 時 の み 有 効 で す 。 

トー ンス ケル チ と は 、 自 局 と 相手 局 の トー ン 周 波数 が 
ー 致し た 時 だ け 受 信 さ せる 機能 で す 。 


(3③ ト ー ン スズ ケル チ の 運用 


① セ ッ ト モ ー ド の "PO キー に より 「[TISQL」 を 点灯 


v 
| 本 5 スケ ル チ ま させ ます 。 


ダイ ヤル | 
| rm ② イ ヤル | に より 、 希 望 の トー ン 周 波数 を 設定 し ます 。 
| トー マー ロロ | トン 
(リロ 局 波数 設定 


導 


まい 
(6) 
am ③ "" 〇 キー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 
"g ゴ ゴロ g 以 除 、 トー ン 周 波数 一 致 の 場合 に だ け 受 信 し 、 送 信 時 
に は 、 ト ー ン を 付加 し て 送信 する こと に な り ま す 。 
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4-13 メモ リー シフ ト 機 能 


操作 方 法 


① セ ッ ト モ ー ド “PO 〇 キー に より 、「[TjSQ」 を 点灯 さ 
せま び 。 
トー ン 周 波数 が 表示 され ます 。 


② “ 〇 キー を 押す と 、 デ シマ ルポ イン ト が 点 減 し 、 ト ー 
ンス キャ ン が 始ま り ま す 。 


③ ス キャ ン 中 に 信号 を 受信 し 、 さ ら に トー ン 周 波数 が 一 
致す る と 、 ス キャ ン が 停止 し ます 。 


スキ ャ ン 停 止 時 、 次 の トー ン 周 波数 へ 進め る に は 
区 イヤ ル | を 回 し ます 。 
右 へ 回 す と UP 方 向 に 、 左 へ 回 す と DOWN 方 向 に スキ 
ャ ン を 進め ます 。 


⑤⑥ 再 度 “” 〇 キー を 押す と 、 ト ー ン スキ ャ ン は 解除 され 


ます 。 
” 〇 キー で も 解除 で きま す 。 


スキ ャ ン を 解除 させ た 後 は 、 ““ 〇 キー を 押す と 周波 
数 表示 に 戻り ます 。 


メモ リー、CALL の デー タ を VFO に コピ ー で きる 機能 
で す 。 ま た 、VFO の デー タ を CALL に コピ ー す る こと 
も で きま す 。 


①,F] キ ー を 押し な が ら 4 〇 O キー を 押し ます 。 
ピー 音 が 鳴り 、 セ ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 

②[F] キ ー を 押し な が ら “ 〇 キー を 押し ます 。 
メモ リー シフ ト 動 作 が 行なわ れ ま す 。 

③ ” 〇 キー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 


メモ リー シフ ト 動 作 


*3509 | oe 


こ イ 5 CALL モ ー ド 


3r ゴ 月 月 | メモ リー モー ド 


| 
"0 | caus-k 


390 | or 


①VFO モ ー ド 時 
VFO の デー タ が CALL チ ャ ン ネ ル に コピ ー さ れる と 同 
時 に 、CALL モ ー ド に な り ま す 。 


② メ モリ ー モ ー ド 時 
メモ リー チャ ン ネ ル の デー タ が 、VFO に コピ ー さ れ 
る と 同時 に 、 VFO モ ー ド に な り ま す 。 


③CALL モ ー ド 時 
CALL チ ャ ン ネ ル の デー タ が VFO に コピ ー さ れる と 同 
時 に VFO モ ー ド に な り ま す 。 
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4-14 プロ グラ マブ ル VFO 機 能 


設定 の 仕方 
下限 周波 数 


プロ グラ マブ ル VFO 機 能 の 解除 方 法 


運用 周波 数 の 範囲 を 自由 に 設定 する こと が で きま す 。 


①[F] キ ー を 押し な が ら ご 〇 キー を 押し ます 。 
ピー 音 が 鳴 り 、 セ ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 

②[F キー を 押し な が ら uwl| キー を 押し ます 。 

「M」 や 「V」 の 点灯 が 消え 、 メ モリ ーNo. の 表示 が 「『「L」 
に な り ま す 。 

② 層 イヤ ル | を 使っ て 運用 し た い 周 波数 範囲 の 下限 周波 
数 を 設定 し ます 。 

③ F] キ ー を 押し な が ら "“" 〇 キー を 押し ます 。 

ピー 音 が 鳴り 下限 周波 数 の 書き 込み が 完了 し まし た 。 

③④ “~ 〇 キー を 押し て 、 メ モリ ーNo. の 表示 を 「H」 に 
し ます 。 

⑤ ②.③ と 同様 の 操作 を 行ない 、 上 限 周波 数 を 書き 込み 
ます 。 

⑥ ” 〇 キー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 
ピー 音 が 鳴り 、 プ ログ ラマ ブル VFO モ ー ド に な っ た 
以降 は 、 書き 込ま れ た 上 限 、 下 限 周波 数 の 範囲 で 、 周 
波数 の 設定 を 行なう こと が で きま す 。 バン ドス キャ ン 
も この 範囲 で スキ ャ ン し ます 。 


(注意 ) 
プロ グラ マブ ル VFO の 下限 周波 数 より 低い 周波 数 か ら 
DOWN する と 、 プロ グラ マブ ル VFO の 上 限 周波 数 に な 
り ま す 。 
プロ グラ マブ ル VFO の 上 限 周波 数 以上 の 周波 雪 か ら UP 
する と 、 プ ログ ラマ ブル VFO の 下限 周波 数 に な り ま す 。 


③①[F] キ ー を 押し な が ら て 〇 キー を 押し ます 。 

②[F] キ ー を 押し な が ら uel] キー を 押し て メモ リー 
No . 表 示 を 「L 」 に し ます 。 

③ 再 度 [F] キ ー を 押し な が ら uwl| キー を 押し ます 。 

③④ "Y 〇 キー を 押し て 、 設定 を 完了 し ます 。 
この 時 は 、 ピ ッ 音 が 鳴り ます 。 


4-15 ダイ ヤル チェ ンジ 
機能 


動作 


解除 方 法 


4-16 周波 数 ロッ ク と 
PT キー ロッ ツク 


ツ 
ゴゴ リロ 記 | 且 流 数 ロッ ク 
本 
F レ PL 
/ PTT 
L プ | キー ロッ ク 
間 PO 
回 際 ⑳ 
FL/PL 
に le 
ロロ 1 
PTT キ ー 
の 同時 ロッ ク 


VFO モ ー ド で メモ リーN0 . を 、M 点 減 モ ー ド で 周波 数 を 
変え る こと が で きる 様 に な り ま す 。 
①[F キ ー を 押し な が ら 記 〇 キー を 押し ます 。 

ピー 音 が 鳴っ て セッ トモ ー ド に な り ま す 。 
②[F| キ ー を 押し な が ら "や 〇 キー を 押し ます 。 
② 〇 キー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 

ピー 音 が 鳴っ て セッ トモ ー ド が 解除 され ます 。 


上 記 操 作 を VFO モー ド で 行なう と 、 | 令 イ ヤル | で メモ 
リーNo. が UP/DOWN し ます 。 

また 、M 点 減 モ ー ド で 操作 する と 、 周 波数 が UP/DOWN 
し ます 。 


再度 、①, ②, ③ の 操作 を する と 、 元 の 状態 に 戻り ます 。 


①!F] キ ー を 押し な が ら ぶつ キー を 押す 毎 に 、 左記 


の 様 に 設定 が 切り 換わり ます 。 


②⑨ FL」 点灯 中 、 周 波数 ロッ ク 状 態 に な り ま す 。 
の が な の 


③「PL」 点灯 中 、 PTT キ ー ロ ッ ク 状 態 に な り ま す 。 


PTT キー を 押して 送信 し な く な り ま す 。 
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4-17 モー ター 機能 


和 4-18 ラン プ 機 能 


5 秒 点灯 


常時 点灯 


4-19 バッ テリ ー セ ー ブ 
機能 


バッ テリ ー セ ー ブ 表 示 


4-20 ビー プ 音 の 
ON/OFF の 仕方 
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wow|] キー を 押し て いる 間 だ け SQL ツマ ミ の 位置 に 関 
係 な く ス ケル チ 動 作 が 解除 され 、 ス ピー カー より 音 が 聞 
こえ ます 。 


wl キー を 押す と ラン プ が 点灯 し ます 。 
無 操作 が 5 秒間 続く と 消灯 し ます 。 
点灯 中 、 wl キー を 押す と 消灯 で きま す 。 


[F] キー を 押し な が ら uwl| キー を 押す と 、 ラ ンプ が 党 
時 点灯 し ます 。 
点灯 中 、 wl キー を 押す と 消灯 で きま す 。 


不要 な 電池 の 消耗 を 防ぐ た め の 機 能 で す 。 

無 操作 、 無 信号 が 5 秒間 続く と 下記 の 動作 を し ます 。 
受信 待ち 受け 時 間 約 300ms 

バッテリー セー ブ 時 間 約 700ms 


[F キ ー を 押し な が ら ・owl| キー を 押し ます 。 

LCD 表 示 部 に 「S 」 が 点灯 し 、 バ パ バッテリー セー ブ 機 能 
が 動作 し ます 。 

同 操作 で 、「 S$ 」 が 消灯 し 、 バッ テリ ー セ ー ブ 動 作 を 解 
除 し ます 。 


①[F」 キ ー を 押し な が ら 言 〇 キー を 押し て セッ トモ ー 
ド に し ます 。 

⑨② wl | キー を 押す 毎 に 、 ビ ー プ 音 の ON/OFF 状態 が 切 
り 換わり ます 。 [ 

③ "" 〇 キー を 押し て 、 セ ッ ト モ ー ド を 解除 し ます 。 


4-21 リセ ッ ト 操 作 [F] キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、 本 機 は リセ ッ ト 
され ます 。 
リセ ッ ト を 行う と 、 下 記 の 様 に な り ま す 。 


ーー 7 | prksef4 | 
5 に 1 | 358 
42 ト RAM| 06urz | 5wmz 
トー シン 邊 | し | 刀 
トー シン 周波 東 | 655He | 毅 9z | 
CALL 周波 数 | 16500we | 4GB00wigu 
メモ リー 用 


(DJ- K1/S1/F1) 


〈DJ-K4/S4/F4 


| ゴゴ 70 


5 馬 


5-1 周波 数 の 設定 の 仕方 


1) キー ボー ド に よる 方 法 


^g ゴ 5 


100KHz 入 力 


5 | 


NE 


チャ ン ネ ルス テッ プ の 運用 


人 ダイ ヤル | に よる 以外 に 、 以下 の 方 法 が あり ます 。 
数 字 キ ー ビー コ ー ロビ デコ を 用 いて 周波 数 を 設定 し ます 。 
DJ-K1/S1/F1) 144.000 ~145.995MHz 


(DJ-K4/S4/F4 430.000 439.995MHz 
上 記 周 波数 範囲 内 と な る 様 に 設定 し て 下さ い 。 


①100MHz 台 を 入力 し ます 。 


②⑤10MHz 台 を 入力 し ます 。 


③1MHz 台 を 入力 し ます 。 


⑨100kHz 合 を 入力 し ます 。 


③10kHz 台 を 入力 し ます 。 
この 時 ピー 音 が 鳴り 、 設 定 が 完了 し ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て は 、1kHz 台 の 入力 が 必要 
な 場合 、 ま た 、10kHz 合 で 入力 を 受け 付け な い キ ー が あ 
り ま す 。 


5kHz 1kHz 台 まで 入力 が 必要 で す 。1kHz 台 は 、 
ーー 、 ビ コ の み 有 効 で す 。 


入力 途中 に 入力 を キャ ン セ ル す る 


1MHz 台 か ら の 入力 切り 換え 方 法 


設定 方 法 


(2②UP/DOWN キー に よる 方 法 
チャ ン ネ ルス テッ プ 


100kHz ス テッ プ 


12.5kHz 10kHz 台 で 入力 を 完了 し ます 。 10kHz 台 の 
ピーコ 、 レ ーー の 入力 は 無効 で す 。 


15kHz 10kHz 台 で 入力 を を 完了 し ます 。10kHz 台 
の ビー コ 、 エ ーー コ の 入力 は 無効 で す 。 


20kHz 10kHz 台 で 入力 を 完了 し ます 。 10kHz 台 は 、 
2 の 倍数 の み 有 効 で す 。 


25kHz 10kHz 台 で 入力 を 完了 し ます 。 ]0kHz 台 は 、 
ビ コ 、 ビ コー 、 ビー 、 エー の み 有 効 で す 。 


〇 c キー を 押す と 、 元 の 周波 数 が 表示 され ます 。 
PTT キー を 押し て も 、 キ ャ ン セ ル で きま す 。 


出荷 時 及び リセ ッ ト 後 は 、100MHz 台 か ら の 入力 状態 に 
が つて いま す 。 
これ を 、 1MHz か ら の 入力 に 切り 換え る こと が で きま す 。 


①[F] キー を 押し な が ら ““ 〇 キー を 押し て セッ トモ ー 

ド に し ます 。 

②[ー コ キー を 押し ます 。 

③ "“" 〇 キー を 押し て 、 セ ッ ト モ ー ド を 解除 し ます 。 
再度 〇 ー③ 操 作 を 実行 する と 、100MHz 台 か ら の 入力 
に 戻り ます 。 


④① 人 考 キー で チャ ン ネ ルス テッ プ 分 UP し ます 。 
② 亡 キー で チャ ン ネ ルス テッ プ 分 DOWN し ます 。 


①[F| キー を 押し な が ら 己 づ コ キー を 押す と 100kHz UP 
し ます 。 

②[F] キ ー を 揚 し な が ら 亡 コ キー を 押す と 100kHz 
DOWN し ます 。 
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注意 

UP/DOWN キ ー を 押し つづ ける と リピ ー ト に な り ま す 。 
リピ ー ト 開始 後 3 秒 以 内 に 手 を 離す と バン ドス キャ ン が 
始ま り ま す 。 

た だ し 、100kHz で は スキ ャ ン し ませ ん 。 


5-2 メモ リー チャ ン ネ ル の メモ リー モー ド で | 芝 イ ヤル | 以外 に 、 下 記 の 方 法 で も メモ 


呼び 出し 方 リー チャ ン ネ ル を 呼び 出せ ます 。 
(1 キー ボー ド に よる 方 法 数 字 キ ー ビー ー テ ビー を 用 いて 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 
を 呼び 出し ます 。 
メモ リー モー ド 
① メ モリ ーNo . の 10 の 位 の 数 字 を 入力 し ます 。 
メモ リーNo.0-9 ーー 
| に メモ リーNo.10~19 ビー コ 
メモ リーNo.20~19 ビー 
還 3 こ あの メモ リーNo.30<39 デコ 
g り ゴゴ 7 
② メ モリ ーNo . の 、 1 の 位 の 数 字 を 入力 し ます 。 
] 寺 この 時 、 ピ ー 音 が 鳴り 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が 呼び 出 
され ます 。 


N| gw35g 


入力 途中 に 入力 を キャ ン セ ル す る 〇 づつ c キー を 押す と 、 元 の 周波 数 が 表示 され ます 。 
PTT キー を 押し て も 、 キ ャ ン セ ル で きま す 。 


(②UP/DOWN に よる 方 法 ① 亡 才 キー を 押す と 、 メモ リーNo. が UP し ます 。 
② 亡 ゴ キー を 押す と 、 メ モリ ーNo . が DOWN し ます 。 
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5-3 スキ ャ ン の 運用 方 法 
(1)UP/DOWN に よる スキ ャ ン 


バン ドス キャ ン VFO モー ド 、C 点 減 モ ー ド 、M 点 減 モ ー ド で 運用 で き 
東 二 。 
た だ し 、M 点 減 モ ー ド で は 、 ダ イヤ ル チ ェ ンジ 操作 で 周 
波数 の 変更 状態 に する 必要 が あり ます 。 


メモ リー スキ ャ ン メモ リー モー ド で 運用 で きま す 。 
操作 方 法 ① 亡 キー また は 、 亡 思 キー を 押し ます 。 


② リ ピー ト が 始ま っ て 3 秒 以 内 に キー を 離し ます 。 
(それ 以上 押し て いる と 、 ス キャ ン は 始ま り ま せん 。) 
デシ マル ポイ ント が 点 減 し 、 ス キャ ン が 始ま り ま す 。 


③ ス キャ ン 中 に 信号 を 受信 する と 、 そ の 周波 括 で スキ ャ 
ン が 停止 し ます 。 

③④③ ス キャ ン 停 止 時 、 次 の チャ ン ネ ル へ 進め る に は 、 
(ダイ ヤル | を 回 し ます 。 

⑤ 亡 キー で UP 方 向 へ 進め る こと が で きま す 。 

⑥ 亡 才 キー で DOWN 方 向 へ 進め る こと が で きま す 。 


⑦ ”” 〇 キー を 押す と スキ ャ ン は 解除 され ます 。 
WO 〇 キー、 PTT キー で も 解除 で きま す 。 


(⑫ ス キャ ン 方 式 の 切り 換え 方 


①F キー を 押し な が ら 、 ビ コ キー を 押し ます 。 
「 mh 」 が 点灯 し 、 以 降 の スキ ャ ン は 、 タ イマ ー ス キャ 


ン 方 式 に な り ま す 。 
タイ マー スキ ャ ン 表 示 @ 再 度 、[F] キー を 押し な が ら ご コ キー を 押し ます 。 

「 / 必 」 が 消え 、 以 降 の スキ ャ ン は 、 ビ ジー スキ ャ 

ン 方 式 に な り ま す 。 

この スキ ャ ン 方 式 の 切り 換え は 、 ス キャ ン 動 作 中 も 可 

能 で す 。 
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(3③ メ モリ ー ス キッ プ 機 能 メモ リー スキ ャ ン 中 に 、 無視 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 
を 設定 する こと が で きま す 。 
メモ リー スキ ッ プ 表示 ③④ "YOQO キー に より メモ リー モー ド に し ます 。 
還 呈 ②③② ス キャ ン に 不要 な メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出し ま 
37 ゴ ゴゴ リ す . 
③[F」 キー を 押し な が ら ニコ キー を 押し ます 。 


「M」 表 示 の 上 に 「」 が 点灯 し ます 。 


同 操作 で 解除 で きま す 。 
(④③ ス キャ ン 動 作 中 の 操作 
スキ ャ ン 方 向 を 切り 換え る ダイ ヤル を 右 に 回 す と 、UP 方 向 に 、 左 に 回 す と 
次 チャ ン ネ ル へ 移る DOWN 方 向 に 1 チャ ン ネ ル 移 動 し 、 スキ ャ ン 方 向 を 切 
り 換 て る こと が で きま す 。 


ーー キー を 押す と 、UP 方 向 に 動き ます 。 
ー 才 キー を 押す と 、DOWN 方 向 に 動き ます 。 


タイ マー スキ ャ ン ノ ビジー [F! キ ー を 押し な が ら [ご コ を 提 し ます 。 
スキ ャ ン の 切り 換え を する 


スキ ャ ン 動 作 を 解除 する 。 や 〇 キー を 押し ます 。 
YO キー、 PTT キー で も 解除 で きま す 。 


5-4 プラ イオ リティ 機能 


運用 方 法 
(1IVFO プ ライ オリ ティ 
症 本 vw ーー で リー キー ド に 
ー 33nn ① WO キー で メモ リー モー ド に し ます 。 
! (リリ - 8 
| 5 秒 人 ② 希 望 の メモ リー チャ ン ネ ル を 選び ます 。 
1 ③ ツ 〇 キー で VFO モ ー ド に し 、VFO 周波 数 の 設定 を 
い 行ない ます 。 
"パオ 1 
0.5 秒 側 ③ “CO 〇 キー を 押し ます 。「PRI」 が 点灯 し プラ イオ リ 
WA + ティ 動作 が 始ま り ます 。 
= 詩 VFO 周 波数 5 秘 受信 
MD | メモ リー 周波 数 0.5 秒 受信 
g 呈 呈 還 下 呈 sm 」 3 秒 受信 この 動作 を 繰り 返し ます 。 
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② メ モリ ー プ ライ オリ ティ 


| "dd | 5 秒 側 
| 


『 


PRI 
マコ コロ ロ 
だ と と 0.5 秒 側 


1 


(3)CALL プ ライ オリ ティ 


メモ リー 側 に 信号 が 入る と ピッ 音 が 鳴り 、 3 秒間 受信 
し ます 。 
@ 再 度 VYFO モ ー ド で “" 〇 キー を 押す と 、 プ ライ オリ 


ティ 動作 は 解除 され ます 。 
「PRI 」 の 点灯 が 消え ます 。 


① ” 〇 キー で VFO モ ー ド に し 、VFO 周 波数 の 設定 を 
行ない ます 。 
②⑨ “ 〇 キー で メモ リー モー ド に し ます 。 
③ 希 望 の メモ リー チャ ン ネ ル を 選び ます 。 
②③ ” ( 〇 キー を 押し ます 。「PRI」 が 点灯 し プラ イオ リ 
テイ 動作 が 始ま り ま す 。 
メモ リー 周波 数 5 秒 受信 
VFO 周 波数 0.5 秒 受信 
この 動作 を 繰り 返し ます 。 
⑤VFO 側 に 信号 が 入る と ピッ 音 が 鳴り 、3 秒 
し ます 。 
⑯ 再 度 メ モリ ー モ ー ド で “" 〇 キー を 押す と 、 プ ライ オ 


リティ 動作 は 解除 され ます 。 
「PRI 」 の 点灯 が 消え ます 。 


間 受 信 


④ “ 〇 キー で 、VFO モ ー ド か メモ リー モー ド に し ま 
す 。 
② “で 〇 キー で 、CALL モ ー ド に し ます 。 


③ ” 〇 キー を 押し ます 。「『PRI」 が 点灯 し プラ イオ リ 
ティ 動作 が 始ま り ま す 。 
CALL 周 波数 5 秒 受信 
VFO 周 波数 (メモ リー 周波 数 ) 0.5 秒 受信 
この 動作 を 繰り 返し ます 。 


②④VFO (メモ リー) 側 に 信号 が 入る と ピッ 音 が 鳴り 、 
3 秒間 受信 し ます 。 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー フ Oo 


(4| プ ライ オリ ティ 動作 中 の 操作 
5 秒 受信 側 で の 送信 


0.5 秒 受信 側 で の 送信 

5 秒 受 信 側 の 周波 数 変更 
メモ リーNo. 変 更 

プラ イオ リティ 動作 の 解除 


(スキャン の 同時 動作 


VFO プ ライ オリ ティ 中 


メモ リー プラ イオ リティ 中 


同時 動作 中 の 解除 


⑤ 再 度 、CALL モ ー ド で 串 〇 キー を 押す と プラ イオ リ 
ティ は 解除 され ます 。「PRI」 の 点灯 が 消え ます 。 


PTT キ ー を 押す と 表示 周波 数 で 送信 で きま す 。 
PTT キ ー を 離し て 5 秒 後に 、 プ ライ オリ ティ 動作 が 再 
開 し ます 。 


PTT キ ー を 押す と 表示 周波 数 で 送信 され る と 同時 に 、 
プラ イオ リティ 動作 が 解除 され ます 。 


ダイ ヤル ] に より 、 変 更 可 能 で す 。 


5 秒 受信 側 で “ 〇 , “ 〇 キー を 提 す と 解除 され ます 。 
0.5 秒 受信 側 で PTT キ ー を 押す と 解除 され ます 。 


プラ イオ リティ 中 に 、 5 秒 受信 側 で スキ ャ ンス ター ト 


- させ る こと が で きま す 。 


① プ ログ ラム スキ ャ ン 
VFO モー ド 側 で 、“ 〇 キー を 押し ます 。 

② バ ンド スキ ャ ン 
VFO モ ー ド 側 で 、 た に ( 亡 考 ) キ ー を 、 リ ピー ト 
開始 3 秒 以 内 に 離し ます 。 


メモ リー スキ ャ ン 

メモ リー モー ド 側 で 、““ 〇 キー を 押し ます 。 

に (本 ) キ ー を リピ ー ト 開始 3 秒 以内 に 離し ま 
す 。 


① “ 〇 キ ー を 押す と 、 プ ライ オリ ティ の み 解 除 され ま 
す 。 


② “ 〇 キー を 押す と 、 ス キャ ン の み 解 除 さ れ ま す 。 


③ W 〇 キー を 押す と 、 プ ライ オリ ティ と スキ ャ ン の 両 
方 が 解除 され ます 。 

② 0.5 秒 受信 側 で PTT キ ー」 を 押す と 、 両 方 と も 解除 さ 
れ ま す 。 


ュー ュ ュ ュ ョ ュ ュ ーーー ニー ニー ーーー ーー ニーー-ーー テ ーー ニー デー テー 


スキ ャ ン 中 の 
プラ イオ リティ スタ ー ト 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 中 
VFO で の バン ドス キャ ン 中 


メモ リー スキ ャ ン 中 


5-5 オフ セッ ト 周波 数 の 


設 正 
(1) オ フ セ ッ ト 周 波数 の 設定 モー ド 
DJ-K1/S1/F1 


ど 月 骨 月 
ロロ ロリ 


DJ-K4/S4/F4 


。 On 


(② オ フ セ ッ ト 周 波数 の 変更 の 仕方 
チャ ン ネ ルス テッ プ 


100kHz ス テッ プ 


スキ ャ ン 中 に も 、 プラ イオ リティ を スタ ー ト させ る こと 
が で きま す 。 


PC キー を 畠 す と 、VFO プ ライ オリ ティ が 始ま り ま 
す 。 


っ キー を 押す と 、 メモ リー プラ イオ リティ が 始ま り 
ます 。 


レビ ピー タ 運 用 時 (デュ ー プ レッ クス 運用 ) の 、 送 信 周波 
数 と 受信 周波 数 の 差 を オフ セッ ト 周 波数 と 呼び ます 。 


①[F キ ー を 押し な が ら デコ キー を 押し ます 。 


② こ の 時 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 が 表示 され ます 。 
出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 下 記 オ フ セ ッ ト 周 波数 が 設定 
され て いま す 。 
DJ-K1/S1/F1〉 600 kHz 
DJ-K4/S4/F④ 5MHz 
オフ セッ ト 周 波数 は 、0 ~15.995MHz の 範囲 で 設定 
で きま す 。 

③ "" 〇 キー を 押す と 、 設定 モー ド は 解除 され ます 。 


②PTT キ ー で も 解除 で きま す 。 


④① 区 イヤ ル を 右 に 回 す と チャ ン ネ ルス テッ プ 分 UP 
し . 左 に 回 す と DOWN し ます 。 

② 本 キー を 押す と 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 分 UP し ま 
す 。 

③ 選考 キー を 押す と 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 分 DOWN 
し ます 。 


①[F] キ ー を 押し な が ら 亡 ー キー を 押す と 、100kHz 
UP し ます 。 


1MHz ス テッ プ 


5-6 シフ ト 方 向 と 
スプ リッ ト の 設定 


用 | 
ロ り | スプ リッ ト 


SHIFT 
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②|F] キ ー を 押し な が ら 己 才 キー を 押す と 、100kHz 
DOWN し ます 。 


[Fl] キー を 押し な が ら イ ヤル を 回 す と 1MHz 
UP/DOWN し ます 。 


lF| キ ー を 押し な が ら ご コ キー を 押す 毎 に シフ ト 方 向 
が 切り 換わり ます 。 

スプ リッ ト に つい て は 「4-10 スプ リッ ト 機 能 」 を ご 覧 
下さ い 。 


送信 時 に シフ ト さ せ た 場 合 、 周波 数 範囲 を 超え る こと が 
あり ます 。 その 時 は 、 LCD 表 示 部 「 。FF 」 と 表示 され 、 
送信 され ませ ん 。 


5-7 リバ ー ス 機能 


(1) シ フト 方 向 の リバ ー ス 


5-8 トー ン 周 波数 の 設定 


レピータ 運 用 時 に 送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 入れ 換え 
て 、 相 手 局 と 直接 交信 で きる か どう か の チェ ッ ク を する 
こと が で きま す 。 

[F] キー を 押し な が ら 、 ニコ キー を 押し ます 。 送 受信 
周波 数 が 入れ 換わり 、 シ フト 方 向 が 逆 に な り ます 。 


注意 
バン ド エ ッ ジ を 超え る 場合 に は 、 リ バー ス に は な ら ず 、 
ブー 音 が 鳴り ます 。 


④[F] キ ー を 押し な が ら 、〔 二 コ キー を 押し ます 。 
送受 信 周 波数 が 入れ 換わり ます 。 

② ス プリ ッ ト リ バー ス 中 に 操作 で きる キー は 下記 の 通り 
で す 。 
Ps: 

③ そ の 他 の キー を 撲 作 する と 、 ピ ー 音 が 噂 っ て 、 ス プリ ッ 
ト の リバ ー ス が 解除 され ます 。 


の ) と [F]+ー 


38 波 の トー ン 周 波数 を 切り 換え る 事 が で きま す 。 
①[F キ ー を 押し な が ら レコ キー を 押し ます 。 


トー ン 周 波数 が 表示 され ます 。 
② 亡 考 キー で トー ン 周 波数 が UP し ます 。 
③ 亡 づ キー で トー ン 周 波数 が DOWN し ます 。 
③④ ダイ ヤル | を 右 に 回 す と UP し 、 左 に 回 す と DOwWN し 

ます 。 
⑤ “" 〇 キー を 押す と 設定 モー ド は 解除 され ます 。 
⑧PTT キ ー を 押し て も 解除 で きま す 。 
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トー ン 周 波数 一 覧 表 (単位 Hz) 


67.0 9 744 77.0 79.7 82.5 
65.4 88.5 91.5 94.8 97.4 100.0 
103.5 107.2 110.9 114.8 118.8 123.0 
127.3 131.8 136.5 141.3 146.2 151.4 
156.7 162.2 167.9 173.8 179.9 186.2 
19280、2035 2007 76 5.7 3396 
Z41.8 250.3 


5-9 トー ン エ ンコ ー タ ダン 
トー ンス ケル チ の 設定 


[キー を 押し な が ら ピコ キー を 押す 毎 に 左記 の 様 に 
設定 が 切り 換わり ます 。 

トー ンス ケル チ ユ ニッ ト EJ-12U (オプ ショ ン ) を 装着 
し た 時 だ け トーン スケ ル チ 設 定 が 現われ ます 。 


トー ン エ ンコ ー ダ トーン スケ ル チ の 運用 方 法 に つい て 
は 、「4-12 トー ン エ ンコ ー ダ ント ー ン スケ ル チ 機 能 」 


を ご 覧 下さ い 。 
トー ンス キャ ン 動 作 トー ンス ケル チ ユ ニッ ト EJ-12U (オプ ショ ン ) を 装着 
ーー し た 時 の み 有 効 で す 。 
HiSnl 5 B 
| Y 肢 5 | ①[F」 キ ー を 押し な が ら ビ コ キー を 押し て 「IT]SQ」 
を 点灯 させ ます 。 ' 
| O ②⑨[F」 キ ー を 押し な が ら ヒー コ キー を 押し て トー ン 周 波 
数 を 表示 させ ます 。 


③” 〇 キー を 押す と トー ンス キャ ン が 始ま り ま す 。 
スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 し 、 さ ら に 、 ト ー ン 周波 数 が 
一 致す る と 、 ス キャ ン が 停止 し ます 。 


5-10 DSQ 機 能 


1) ペ ー ジ ャ ー 機 能 に つい て 
グル ー プ 呼び 出し 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 
呼び 出し 
プラ イベ ー ト 呼び 出し 


(2@: コ ー ド スケ ル チ 機 能 に つい て 


DSQ コ ー ド に つい て 


グル ー プ コー ド 3 桁 


自 局 コ ー ド 3 桁 


③④ スキ ャ ン 停 止 時 、 次 の トー ン 周 波数 へ 進め る に は 
交 イ ヤル | を 回 し ます 。 
選考 キー を 押す と UP 方 向 に 進み ます 。 
ーー 当 キ ー を 押す と DOWN 方 向 に 進み ます 。 


@⑤ 再 度 ““ 〇 キー を 押す と 、 ト ー ン スキ ャ ン は 解除 され 
ます 。 ツ " 〇 キー で も 解除 で きま す 。 


DTMF ユ ニッ ト EJ-10U (オプ ショ ン ) を 装着 時 に 運用 
で きる 機能 で び o 

(DJ- F1 と DJ- F4 に は 標準 装備 され て いま す 。) 

DSQ と は DTMF ス ケル チ の 事 で 、 ペ ー ジ ャ ー 機 能 / 
コー ドス ケル チ 機 能 の 総称 で す 。 


ある 特定 の グル ー プ 全員 を 一 斎 に 呼び 出し た い 時 【 - 利 用 
で きる 機能 で す 。 


ある 特定 の グル ー プ 内 の 1 人 を 呼び 出し た い 時 に 利用 
きる 機能 で す 。 


ある 特定 の 人 を 呼び 出し た い 時 に 利用 で きる 機能 で す 。 


3 桁 の コー ド を や り と りす る こと で 、 ト ー ン スケ ル チ と 
司 じ よう な 運用 が で きま す 。 


グル ー プ で 共通 に 設定 する コー ド で す 。 
また 、 コ ー ド スケ ル チ コ ー ド を 兼用 し て いま す 。 
グル ー プ 呼び 出し を 運用 する 為 に 必要 で す 。 


自選 の プラ イベ ー ト コー ド で す 。 
プラ イベ ー ト 呼び 出し を 受け る 為 に 必要 で す 。 
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相手 局 コ ー ド 3 桁 プラ イベ ー ト 呼び 出し で 、 呼 び 出 す 為 に 必要 で す 。 
相手 局 の プラ イベ ー ト コー ド を 設定 し ます 。 
また 、 ペ ー ジ ャ ー 機 能 で 呼び 出し を 受け た 時 に は 、 送 り 
手 の プ ライ ベー トコ ー ド を メモ リー し ます 。 


コー ド と し て は 、 以 下 の 16 種 類 を 使用 で きま す 。 

[9 に -[、 千本 、 圏 、 還 

[ 慰 入 力 時 表示 「 が 」、 団 入力 時 表示 「 g 」 た 
だ し 、」 基 は ワイ ルド カー ド 機 能 を 持つ て いま す 。 


(4IDSQ コ ー ド の 設定 の 仕方 


①「F] キ ー を 押し な が ら pss ser( づ キー を 押し ます 。 
DSQ コ ー ド 表示 に な り ま す 。 


② ダイ ヤル | を 右 に 回 す と 、DSQ コ ー ド が 左記 の 様 に 切 
り 換 わり ます 。 


A : グル ー プ コー ド A 


4 の 放 テ ンー ドド RB 


P : 自 局 コー ド 


Y : 相手 局 コ ー ド 


1M : トラ ンス メッ セー ジ 1 


| 2M : トラ ンス メッ セー ジ 2 
7 


記 - 且 | トラ ンス @ づ 国 キ ー を 押し な が ら 選 ゴ ( ど づ コ ) キ ー を 押し て も 切 
語 Fi 2 り 換わり ます 。 


(《④DSQ コ ー ド を 選ん で 、 先 頭 か ら 順 に コー ド を 3 笑 入 
as 廊下 トラ スー 力 し ます 。 
メッ セー ジ る トラ ンス メッ セー ジ は 2 桁 入 力 し ます 。 


ヤシ 55 ト く トト ヨ セ トド トト bp⑤oppp ヤ pb トド lbl⑯⑮p も pp ニニ SQ ニ Snqb ッ ろ スッ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


先頭 か ら 入力 し な お す ⑤|F] キ ー を 押し な が ら 。s 〇 c キ ー を 押す と 、 入 力 位置 
が 先頭 に も どり ます 。 


設定 完了 ⑥⑯ ““ 〇 キー を 押す と 設定 モー ド か ら 解 除 され 、 周 波数 
表示 に 戻り ます 。 


5)DSQ 設 定 の 仕方 


① 思 Poe 〇 キー を 押す 毎 に 設定 が 切り 換 む り ま す 。 


グル ー プ A グループ B 
mm こう mn に コ 
c 朋 - ゴ 半 5-155 


コー ドス ケル チ 


1 
R 


回 思 9so 


Ne g ne ② コ ー ド スケ ル チ 設 定時 、 区 イヤ ル に より グル ー プ 
り ゴ ゴロ 中 | ラル ー プ コー ド を 選択 で きま す 。 
ーー し に ゴ 、 う キー で も 選択 で きま す 。 


8 ③ コ ー ド スケ ル チ 設 定時 、 "WO 〇 キー を 押す と 周波 数 表示 
グル ー プ 内 = 

"9 ゴゴ プラ イベ ー ト に 戻り ます 。 

呼び 出し 


3399 | 
呼び 出し 


解除 
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ペー ジャ ー の 運用 方 法 


(準備 〉 


。 7 ロロ 
と アー (ロロ 
自 局 コ ー ド 
1 
- づつ リロ 
r サ CU 相手 局 コ ー ド 
(送信 ) 


グル ー プ 呼び 出し の 方 法 


ドー せ nSn 
マ ロロ 
q ゴ す グル ー プ 
| "呼び 由 し 設定 
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①IF] キ ー を 押し な が ら 、 1 キー を 押し 、 DSQ 
コー ド 設 定 モ ー ド に し ます 。 


②⑨ グ ルー プ コ ー ド 、 自 局 コ ー ド 、 相 手 属 コー ド を 入力 し 
ます 。 


③ "\ 〇 キー を 所 し て 設定 を 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻し 
ます 。 


① Pe 〇 キー を 押し て 、 グ ルー プ コ ー ド を 表示 さ 
せま す 。 


②③ 区 イヤ ル | を 使っ て グル ー プ コー ド A か B を 選び ま 
す 。 


⑨ 還 Po9 〇 ①③ キー を 押し て 「IGI」 と 「DSQ」 を 点灯 させ 
ます 。 

③④ PTT キー を 押す と 、 自 動 的 に DTMF 信 号 が 送信 され 
に < 
送 由 され る コー ド 形 式 は 、 以 下 の 様 に な り ま す 。 


123※ 1 00 


コー 
グル ー プ コー ド 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 
呼び 出し の 方 法 
① 加 ose 〇 キー を 提 CS グル ー リ ニテ ド を 表示 させ ます 。 


② イ ヤル | を 使っ て グル ー プ コー ド A か B を 選び ま 


す 。 
< 『 3 
2 の meO キー を 震 し て 、『 回 。" ビ rose 


させ ます 。 
⑨④PTT キ ー を 押す と 、 自 動 的 に DTMF 信 号 が 送信 され ま 
050 グルー プ 内 


ピ ソ 月 月 ニッ ベー す 。 
1 ゴゴ D | フラ イベ ー ト 中 さ れる コー ド 形 式 は 、 以 下 の 様 に な り ます 。 


| 1 自 局 コ ー ド 
相手 局 コ ー ド 


グル クー 


プラ イベ ー ト 呼び 出し の 方 法 ① FPPYO キー を 押し て 「IP]」 と 「DSQ」 を 点灯 させ 
ます 。 


②PTT キ ー を 押す と 自動 的 に DTMF 信 号 が 送信 され ま 
| *3309 |zzm- ト 
出し 送出 され る コー ド 形 式 は 、 以 下 の 様 に な り ま す 。 
20 0 ※ 10 0 


相手 局 コ ー ド 
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\ 


半 ー プ 呼び 出し 
EE 


グル ー プ 内 
プラ イベ ー ト 呼び 出し 


NO 内 - 放 


WF_ 


プラ イベ ー ト 呼び 出し 
交信 の 仕方 


ー ム 音 と 点 減 
DSQ コ ー ド 表示 の 解除 


相手 局 コ ー ド を メモ リー する 


「DSQ」 と 、 「[G|」 や 「P|」 の 点灯 し て いる ペー ジャ ー 
状態 に し て お きま す 。 


受信 し た DTMF 信 号 が 、 グ ルー プ コ ー ド と 一 致し た 場合 、 
「[G|」 が 点 減 し 、 ア ラー ム 音 が 鳴り 、 グ ルー プ コ ー ド 
が 表示 され ます 。 


受信 し た DTMF 信 号 が 、 グ ルー プ コ ー ド と 目 局 コー ド の 
上 位 1 格 と 一 致し た 場合 、「!G|」「IP]」 が 点 減 し アラ ー 
ム 音 が 鳴り 、 グ ルー プ コ ー ド が 表示 され ます 。 


受信 し た DTMF 信 号 が 自 局 コー ド と 一 致し た 場合 、「IP] 
」 が 点滅 し 、 ア ラー ム 音 が 鳴り 、 相 手 局 コー ド が 表示 さ 
れ ま す 。 


PT イキ ー を 押し て 応答 し て 下さ い 。 
コー ド が 相手 側 に 送ら れ ま す 。 


① “ 〇 キー を 押す と 、 ー ム 音 が 止ま り 、 点 減 が 点 
灯 に 変 明和 決ま 

② "YO 〇 キー 以外 の キー を 押す と 、 ア ラー ム 音 が 止ま り 、 
点 減 と DSQ コ ー ド の 表示 は 残り ます 。 


ペー ジャ ー 受 信 の 時 、 自 動 的 に 送り 側 の プラ イベ ー ト 
コー ド を 相手 局 コー ド と し て メモ リー し ます 。 

グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し の 場合 、 下 記 の パタ ー 
ン で メモ リー され ます 。 


2 補 


Es 巨 動 的 に セッ ト さ れる 。 
相手 局 コー ド 1 桁 


相手 局 コー ド 未 確認 時 


エラ ー 表 示 


(7) コ ー ド スケ ル チ の 運用 方 法 
(準備 〉 


cb-M55 | 


2 ーDSn- 
バ | 5~ 455 


ワイ ルド カー ド 機 能 


/ | 表示 が " FE "表示 に 変わ つて いま す 。 


①[F] キー を 押し な が ら psssr( 〇 つ キー を 押し 、DSQ コ ー 
ド 設定 モー ド に し ます 。 
コー ドス ケル チコ ー ド と し て は 、 グル ー プ コー ド A と 
B が 使用 で きま す 。 

②@ グ ルー プ コ ー ド A か B に 、 コ ー ド スケ ル チ コ ー ド を 入 
力 し ます 。 

③ "" 〇 キー を 押し て 設定 を 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻し 
ます 。 

② "の キー を 押し て 「DSQ」 だ け 点 灯 さ せま す 。 


⑤ グ ルー プ コ ー ド A か B を 選び ます 。 


PTT キ ー を 押す と 、 自 動 的 に コー ドス ケル チコ ー ド 3 桁 
が 送信 され ます 。 


受信 し た DTMF 信 号 が コー ドス ケル チコ ー ド 3 格 と 一 至 
し た 場合 、「DSO」 が 点滅 し 、 ア ラーム 音 が 鳴り 、 グ ルー 
プ コ ー ド が 表示 され ます 。 

"YO 〇 キー に より 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


ワイ ルカ ー ド と ば 、 クル ー ブ ョ ヨー ド 3 橋 の 0 うち 、 ら イ 
ルド カー ド # ("月 表示 ) 入力 位置 に つい て は 、 コ ー 
ド 判 定 を 無休 件 で 一 致し て いる と する 機能 で す 。 


ヨー ドス ケル チ 、 ペ ー ジ シャー の グル ー プ 較 び 出し ググ 
ルー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し に お いて 活用 で きま す 。 


すなわち 、 グ ルー プ コ ー ド 番号 の どれ か を 忘れ た り 、 3 
桁 全て が わか ら な か つた 場合 で も 、 こ れ を 使う と 受信 し 
た コー ド が グル ー プ コー ド と し て メモ リー され ます 。 
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運用 例 


| 
| _』 本 
c- 則 5 8 


0 ワイ ルド カー ド 
DS0 
w 月 作 
り コー ド 
全 EET | スケ ル チ ス 感 


DSG SET 


A+ 皿 8 


DS0 
ロー 】 
お AM 55 うー ド 夫 


(9jDSQ 機 能 と DTMF 
マニ ュ ア ル 出 力 


⑩DSG 機 能 の 注意 事項 
受信 が と ぎれ た 時 


PTT キ ー オ ン か ら 
コー ド 送 信 ま で の 時 間 
コー ドス ケル チ コー ド 送 出 時 間 


SQL ツマ ミ の 調整 


DSQ 受 信 待 時 の 注意 


~ー① グ ルー プ コ ー ド A を "1#5" と 入力 し ます 。 


② コ ー ド スケ ル チ 状 態 に し ます 。 


③ 受 信 し た DTMF 信 号 が 105~195、1A5-1D5、1* 5、 
1# 5 の いずれ で あっ て も 交信 可能 と な り ま す 。 


②③④ グル ー プ コー ド A を 確認 する と 、 ワ イル ドカ ー ド 位置 
が うま っ て いる の が わか り ま す 。 ( 例 : 165) 


⑤ 以 後 、 相 手 局 と の 交信 が で きま す 。 


DSQ 機 能 を 持た な い 当 社 DJ-500SX か ら 本 機 を アク セス 
で きま す 。 

ペー ジャ ー、 コ ー ド スケ ル チ の デー タタ 形式 で 、DTMF ト ー 
ン を 送信 し て 下さ い 。 

た だ し 、 数 字 を 押す 間隔 は 、1.5 秒 以内 と し て 下さ い 。 


コー ドス ケル チ ベ ペー ジャ ー に よっ て 受信 し た 場合 に 
は 、 受 信 が と ぎれ て も 1.5 秒間 は 交信 可能 で す 。 


約 450m s で す o 


約 350ms で す 。 


信号 を 受信 し て いな い 時 に 、S/RF の 表示 が 点灯 し な い 
よう | SQL ツマ ミ の 調整 を し て 下さ い 。S/RF 点 灯 の 
まま で す と DSGQ 機能 が 正常 に 動作 し な く な り ま す 。 


DIAL No. 表 示 中 に は 、DSQ 動 作 を し な い の で 、DSG 受 
信 待 時 は 、 必 ず 周 波数 表示 に し て お いて 下さ い 。 


imi ーー ニーーーー モー 


PTT キ ー オ ン か ら コ ー ド 送信 
まで の 時 間 を 切り 換え る 


(2DTMF 信 号 |C 
送出 の ON/OFF 


1 送信 メッ セー ジ の 設定 


中 _ 各 ロ | 
オロ ( | トラ ンス 
メッ セー ジ 1 


PTT キ ー オ ン か ら コ ー ド 送信 まで の 時 間 を 約 760ms に 切 

り 換え る こと が で きま す 。 

①[Fj キ ー を 押し な が ら “ 定 〇 キー を 押し て セッ トモ キー 
ド に し ます 。 

②[21 キ ー を 押し ます 。 


③ “ 〇 キー を 押し て 、 セ ッ ト モ ー ド を 解除 し ます 。 ピ ー 


音 が 鳴り ます 。 
同 操作 で 、 約 450ms に 戻せ ます 。 


送信 後 、PTT キ ー を 離し た 時 に 、DTMF 信 号 IC] を 送出 

する こと が で きま す 。 

①[F| キ ー を 押し な が ら * せ O 〇 キー を 押し て セッ トモ ー 
ド に し ます 。 


②「3」 キ ー を 押 し ます 。 


③ “ 〇 キー を 押し て 、 セ ッ ト モ ー ド を 解除 し ます 。 ピ ー 
音 が 鳴り ます 。 以降 、PT T キ ー を 離す た びに DTMF 
言 号 |C] が 送出 され ます 。 

同 操作 で 解除 で きま す 。 


DTMF ユ ニッ ト EJ-10U (オプ ショ ン ) を 装着 時 に 運用 
で きる 機能 で す 。 

(DJ-F1 と DJ-F4 に は 標準 装備 され て いま す 。) 

ペー ジャ ー 運 用 時 で 、 メ ッ セ ー ジ の 受け 渡し が で きま す 。 


送信 側 の メッ セー ジ を 2 種類 メモ リー で きま す 。 


④①[F] キ ー を 拓 し な が ら 。sssr 〇 つ 8 キー を 押し て DSQ コ ー 
ド 設 定 モ ー ド に し ます 。 


② イ ヤル | ダイ ヤル を 使っ て 、「 , 記 |」「 。 鹿 り 」 表示 
を 選び ます 。 


③ ト ラン ス メ ッ セー ジコ ー ド を 2 桁 入力 し ます 。 
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② や 〇 キー を 押す と 、 設 定 モ ー ド か ら 解 除 され 周波 数 


表示 に 戻り ます 。 
② ト ラン ス メ ッ セー ジ の や 送信 メッ セー ジ を 設定 し ます 。 
送信 の 仕方 志 
② の ペー ジャ ー 機 能 の 運用 状態 に し ます 。 
r5-10 DSQ 機能 (6) ペ ー ジ ャ ー の 運用 方 法 」 を ご 覧 
| JJ00 

lo ③ PTT キ ー を 押し て 、DSQ コ ー ド を 送信 し ます 。 

PTT オン 一 PTTVEY の PTT キ ー を 畠 し た 状態 で 、 の キー か WO 旨 = 
の どちら か カー 方 を 提 し て 下さ い 。 メ ッ セ ー ジ コー ド が 、 
下記 の 形式 で 送出 され ます 。 

# 0 7 
トラ ンス メッ セー ジ 1 
送信 メッ セー ジ は 、 各 キー に 対応 し て いま す 。 
“TO キー : トラ ンス メッ セー ジ 1 
*% 〇 キー : トラ ンス メッ セー ジ 2 
(3③! ト ラン ス メ ッ セー ジ の 受信 ① ペ ー ジ ャ ー 機 能 の 運用 状態 に し ます 。 


② ペ ー ジ ャ ー 受 信 で 、 相 手 局 コー ド ま で 受け 取っ つた 後 
DTMF 信 号 は | と 2 桁 の DTMF 信 号 を 受信 する と 、 ト 
ラン ス メ ッ セー ジ 受 信 に な り ま す 。 

LCD 表 示 に は 、 相 手 局 コー ド と 受信 メッ セー ジ が 表 
示さ れ 、「 画 本 | が 点 減 し ます 。 


トラ ンス 


メッ セー ジ 受 信 
」 1 
| し 受信 メッ セー ジ 
トラ ンス 相手 局 コ ー ド 
メッ セー ジ 表 示 
交信 の 仕方 PTT キ ー を 押す と 、 受信 し た ペー ジャ ー 設 定 で コー ド 


が 送出 され ます 。 


アラ ー ム 音 と 点 減 
DSQ 表示 の 解除 


| "3907 


トラ ンス メッ セー ジ 表 示 


トラ ンス メッ セー ジ の メモ リー 


(4 トラ ンス メッ セー ジ ・ 
メモ リー の 表示 の 仕方 


メモ リー 内 容 の クリ アー 


④① "" 〇 キー を 押す と 、 ア ラー ム 音 が 止ま り 、 点 減 が 点 


灯 に 変わ り 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


② ツ 〇 キー 以外 の キー を 押す と 、 ア ラー ム 音 が 止ま り 、 


点 減 と トラ ンス メッ セー ジ 表 示 は 残り ます 。 


・ トランス メッ セー ジ は 、 最 大 3 個 メ モリ ー さ れ ま す 。 

・ 3 個 の うち 2 つ は 受信 し た 順に メモ リー し 、3 個 目 は 、 
最新 の も の を メモ リー し ます 。 

・ す で に メモ リー され て いる 内 容 と 、 同じ DSQ 設 定 、 同 
じ 相 手 局 コー ド 、 同 じ メ ッ セ ー ジ の 場合 さら に メモ リ 
ー さ れる こと は あり ませ ん 。 


10MHz の 数 字 の 下 に 、「 還 細 」 が 点灯 し て いる と 、 ト ラン 
ス メ ッ セー ジ が メモ リー され て いる こと を 示し ます 。 
この 時 、 メ モリ ー 内 容 を 表示 する こと が で きま す 。 


④①[F] キ ー を 押し な が ら ,。。。 〇 つづ p キ ー を 押し ます 。 
最新 の トラ ンス メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


②[ 有 イヤ ル | を 左 に 回 す と 、 1 つ 前 の トラ ンス メッ セー 
ジ が 表示 され ます 。 
区 イ ヤル |] 右 に 回 す と 、 1 つ 後 の トラ ンス メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 


③ 一 キー を 押す と 、1 つ 前 の トラ ンス メッ セー ジ が 、 
た キー を 押す と 、1 つ 後 の トラ ンス メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 


@[F キー を 押し な が ら cs 〇 c キ ー を 押す と 、 表 示 メ モ 
リー が 削除 され ます 。 

⑤ 3 メモ リー と も 削除 する と 、「 WW 画 」 表 示 が 消灯 し 、 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 


表示 モー ド の 解除 ⑥ “ 〇 キー を 押す と 、 ト ラン ス メ ッ セー ジ 表 示 モ ー ド 
は 解除 され 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


トラ ンス メッ セー ジ 表 示 か ら の ② トラ ンス メッ セー ジ 表 示 中 に PTT キー を 押す と 、 


送信 表示 の DSQ 設定 で ペー ジャ ー 送 信 さ れ ま す 。 この 
時 、 相手 局 コ ー ド が 、 表示 され て いる 相手 局 コ ー ド 
に 書き 換わり ます 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 
5-12 DIAL 機能 DTMF ユ ニッ ト EJ-10u (オプ ショ ン ) を 装着 時 に 運用 
で きる 機能 で す 。 


(DJ-F1 と DJ-F4 に は 標準 装備 され て いま す 。) 
送信 側 と し て 3 メモ リー、 モ ニタ ー 用 と し て ] メモ リー 


持っ て いま す 。 
) DIAL No. の 入力 方 法 ①[F] キ ー を 押し な が ら sxu 〇 つ ょ キー を 押し ます 。 
DIAL No. 入力 モー ド に な り 、「DIAL」 が 点 減 し ます 。 
ー ロ HAL 一 
ーー リ @ ダイ ヤル | を 右 に 回 す と 、 メ モリ ーNo. が UP し ます 。 
左 に 回 す と メモ リーNo . が DOWN し ます 。 
ここ 。 DIAL メ モリ ー 1 , 2, 3 は オー ト ダ イア ラー の メモ 
リー で す 3 
BT DIAL メ モリ ー 4 は 、DTMF モ ニタ ー の メモ リー で す 。 
MM 』 
1 上 ③DIAL No. は 先頭 か ら 順 に 入力 し ます 。 
コー ド と し て は 、 以 下 の 16 種 類 を 使用 で きま す 。 


[- 加 、 還 - 回 、 選 、 国 
層 | 入力 時 表示 「 月 」、| 時 入力 乱 表 示 「 骨 」 
た だ し 、DIAL メ モリ ー 4 に は 入力 で きま せん 。 
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コー ド の 修正 の 仕方 @[F! キ ー を 押し な が ら ヒー コ キー を 押し て 、 修 正 し た 
い コ ー ド の 1 つ 前 の コー ド を 右端 に 持つ て きま す 。 


4 ⑤[F] キ ー を 押し な が ら 選 才 キー を 押す と 、DIAL NG. 
を 左 に シフ ト で きま す 。 
| me 


正しい コー ド を 入力 し ます 。 


-DlAf 一 
/ 
右 に シフ コト する 


エー 


芝 コー ド 入 力 する 


コー ド 入 力 の クリ アー の ⑦[F] キ ー を 押し な が ら 。』 〇 c キ ー を 押す と 入力 し て い 
た コー ド が 、 オ ー ル クリ アー され ます 。 


コー ド 入 力 完了 ⑧ " 〇 キー を 押す と ピー 音 が 鳴り 、 入 力 が 完 完了 し ます 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 
2 か で DIRE が 生ま 
何 も 入力 さ れ て いな いと 、「DIAL」 は 消灯 し ます 。 


iDIAL」 の 消灯 ③ 1 桁 以 上 入力 され て いる 場合 
DIAL No. 入 力 モ ー ド で [F」 キ ー を 押し な が ら 
mu づつ 4 キー を 押す と 、「DIAL」 が 消灯 し ます 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 


「DIAL」 の 点灯 ⑩ 何 も 入力 され て いな い 場 合 
DIAL No. 入 力 モ ー ド で [|F] キ ー を 所 し な が ら 
キー を 押す と 「DIAL」 が 点灯 し ます 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 


らら ) オ ー ト ダイ アラ ー 機 能 
準備 ①[F] キ ー を 押 し な が ら pwLu つ づつ ょ キー を 提 し て DIAL No. 
入力 モー ド に し ます 。 


オー ト ダ イア ラー 操作 


3jDTMF 信 号 モ ニニ ター 機能 


モニ ター デー タ の 確認 
5 電 | | 


(コー ド の 右 シ フト ) 


(コー ド の を シフ ト ) 


(解除 ) 


軸 区 イヤ ル | で コー ド の 
シフ ト を 行なう 。 
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区 イヤ ル ] を 使っ て 送信 し た い DIAL メ モリ ー を 選び ま 
に 
③ "YO キー を 担 し て 、 周 波数 表示 に 戻し ます 。 


PTT キ ー で 送信 中 に [|F| キ ー を 押し ます 。 
指定 され た メモ リー の DIAL No . が 送信 され ます 。 
コー ド の 間隔 は 、 約 60ms で す 。 


DIAL メ モリ ー に 、 受 信 し た DTMF 信 号 を 自動 的 に メモ 
リー する 機能 で す 。 
「DSQ」 か 「DIAL: を 点灯 させ る と 、 モ ニタ ー を 開始 
し ます 。 

た だ し 、DIAL No. 表 示 中 は 、 モ ニタ ー 動 作 を 行ない ま 
せん 。 


①[F| キ ー を 押 し な が ら puu 〇 4 キー を 押し て DIAL No. 入 
モー ド に ます 。 


②@ タ イヤ ル | を 使っ て DIAL メ モリ ー 4 を 選び ます 。 
モニ ター され た デー タ が 表示 され ます 。 


③[F! キ ー を 押し な が ら 亡 づ コ キー を 押す と 、 コ ー ド を 
右 シ フト で きま す 。 


②④「F |] キー を 押し な が ら ビ コ キー を 押す と 、 コ ー ド を 
左 シ フト で きま す 。 


⑤ “ 〇 キー を 押す と 入力 モー ド は 解除 され 、 周 波数 表 
示 に 戻り ます 。 


①、F| キ ー を 埋 し な が ら pwrv づ ょ キー で 押し て DIALNo. 入 


②[F キー を 担 し な が ら [ コ キー を 押し ます 。 
この 時 ダイ ヤル を 回 す と 、 表示 コー ド を 左右 に シフ ト 
で きま す 。 
同 操作 で 、 メ モリ ーNo . の UP/DOWN に 戻り ます 。 


5-13 オー ト パ ワ ー オ ノブ 機能 


オー ト パ ワ ー オ フ 表 示 


オー ト パ ワ ー オ フ 動 作 


9-14 メモ リー シフ ト 操 作 


5-15 ダイ ヤル チェ ンジ 操作 


VFO モー ド 
M 点滅 モ ー ド 
DIAL Np. 設定 モー ド 


電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ に よる 電池 の 消 和 を 防ぐ 機能 
す 。 


①[F] キ ー を 押し な が ら ニコ キー を 押し ます 。 
「AP. が 点灯 し 、APO タ イマ ー が 表示 され ます 。 
出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、APO タ イマ ー は 30 分 に 設定 
され て いま す 。 

②APO タ イマ ー は 、 5 分 単位 に 、5 一 60 分 の 革 囲 で 、 
ダイ ヤル | に より 設定 で きま す 。 

③ オ ー ト バ ワ ー オ フ 動 作 を 許可 する 場合 は "WO 〇 キー を 
拝 し ます 。 
周波 数 表示 に 戻っ た 後 も 「AP」 が 点灯 し ます 。 

② オ ー ト パワ ー オ フ 動 作 を 許可 し な い 場 合 に は 、 有 再度 、 
IF] キ ー を 押し な が ら ピコ キー を 担 し ます 。 
「AP」 は 消灯 し ます 。 


無 操 作 ・ 無 信号 が 設定 時 間 続 く と 、 メ ロディ ー が 鳴り 、 
LCD 表 示 部 に は AP. の み 点 灯 し 、 オ ー ト パワ ー オ フ 状 
態 に な り 、「AP」 は 消灯 し ます 。 

いっ た ん 電源 を 切り 、 再 度 、 電 源 を 入れ る と オー ト パ ワ ヴー 
オフ 状態 は 解除 され ます 。 


[F| キー を 押し な が ら ,- づ c キー を 押し ます 。 
メモ リー シフ ト 動 作 に つい て は 、「4-13 メモ リー シフ ト 
機能 」 を ご 覧 下さ い 。 


[F| キー を 押し な が ら ピコ キー を 押し ます 。 


| ダイ ヤル と UP/DOWN キ ー の 動作 を 変え る こと が で き 


ます 。 
下記 に て モー ド 別 の 切り 換え を 示し ます 。 


周波 数 変化 -+ メ モリ ーNo. 変 化 

メモ リーNo. 変化 一 + 周 波数 変化 

DIAL メ モリ ー ト Nb . 変化 一 *DIAL No. の 左右 シフ ト 
(注意 ) 

M 点 減 モー ド で 、 周 波数 変化 に する と 、 数 字 キ ー は 周波 
帝 の 入力 に な り ま す 。 
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5-16 ビー プ 音 の [F| キー を 押し な が ら ご コ キー を 押し ます 。 
ON/OFF 操 作 ' 


5-17 リモ コン マイ ク 機 能 リモ コン マイ ク EMS-8( オ プシ ョ ン ) で の 操作 を 以下 
に 示し ます 。 


LOCK ス イッ チ 


[ ーーーーーー イヤ ホン ジャ ッ ク ーー 一 


| 


ュ ル ング ヘ 


リモ コン マイ ク の 抜き 差し は 、 電 源 ス イッ チ を OFF に し て か ら 行 っ て 下さ い 。 


V/M キー VFO モ ー ド と メモ リー モー ド を 切り 換え ます 。 
設定 を 完了 し ます 。 


UP キー 周波 数 、 メ モリ ーNo. 等 を UP し ます 。 
DOWN キ ー 周波 数 、 メ モリ ーNo . 等 を DOwN し ます 。 


(注意 ) 


1.UP/DOwWN キ ー を 押し つづ ける と リピ ー ト に な り ま 
す 。 
リピ ー ト 開始 後 3 秒 以内 に 手 を 離す と スキ ャ ン が 始ま 
り ま す 。 

2. リ モコ ンマ イク の キー は 、 本 体 で 「FL」 が 点灯 し て 
いて も 操作 で きま す 。 

3 リモ ヨシ ンマ イツ の LOCK ス イッ チ は 、 リ モコ ンマ イク 
の V/M.UP,DOWN キー の 操作 を ロック し ます 。 

4. 電 源 を 入れ た まま 、 リ モコ ンマ イク を 抜き 差し する と 、 
周波 数 や メモ リーNo が 変化 する 事 が あり ます 。 
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D オプ ショ ン の 取り 付け 方 法 


6-1 キー パッ ド ESK- 1B/W/Y の 取り 付け 方 法 
DJ- K1/K4 に は 、 ESK-1(B) 用 を 使 つ て 下さ い 。 
DJ- S1/84 に は 、 ESK-1(B) 黒 ・ESK- 1(W) 白 ・ESK-1(Y) 黄 の 3 色 が あり ます 。 


6-2 DTMF ユ ニッ ト EJ-10U と 
トー ンス ケル チ ユ ニッ ト 
EJ-12U の 取り 付け 方 法 。 ( ウ 本 体 底 の レリーズ ボタ ン を 矢印 の 方 向 へ 

提 し な が ら ア ン テ ナ コネ クタ を 図 の 様 に 

(1i ド ライ バー で 5 箇所 の ネジ を は ず し ます 。 押し ます 。 


(4》MIC と SP の 位置 を 合わ せ て し っ つかり 
と 閉め て 下さ い 。 
5 箇所 の ネジ を 取り 付け ます 。 


リコ トー ンス ケル チコ ニット 
Ma トー ンス ケル チコ ユニ ッ ト 用 
コネ クタ 
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/ 。 履 隊 と お 考え に な る 前 に 


症 状 原 因 


処 置 


パッ デリ ー ゲ ー ス の 
接触 不 記 

. 軍 池 の 十 、 一 の 極性 
が 逆 に な っ て いる 。 
. 電池 の 消耗 


電源 スイ ッ チ を 入れ て も 
ディ スプ レイ は 何 も 表 示 
し な い 。 


.。 VOL ツ マミ を 反 時 計 
方 向 に 絞り すぎ て い 
人 る 。 

. スケ ル チ が 閉じ て い 
る 。 

. トー ンス ケル チ ガ が 動 
作 し て いる 。 

. SQ が 動作 し て い 
る 6 

.。 ロキ ー が 押さ れ て 
送信 状態 に な っ て い 

| る 。 


スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な 
し 6 
受信 で き な い 。 


選 


ご QL ツ マミ を 雑音 の 消え る 位置 に セ 


スキ ャ ン し な い スケ ル チ が 開い て いる 。 


.- バッ テリ ー ケ ー ス の 電極 の よ ご 


れ な ご を 確認 する 。 


. 極性 を 確認 し て 電池 を 入れ な お 


す 。 


. 乾電池 は 新しい 電池 と 交 換 す る 


NICdH 電 池 は 充電 を 行う 。 


. VOUL ツ マミ を 適当 な 音量 に セッ 


ト す る 。 


.。 5 ら 上 ツ マミ を 反 時 計 方 向 に 回 す 。 


. トー ンス ケル チ 動 作 を 解除 する 。 


。 8BQ 動 作 ( ペ バー ジャ ー、 コ ー ド 


スケ ル チ ) を 解除 する 。 


. P ロ 「T キ ー を は な す 。 


ツ ト す る 。 


リチウム 電池 の 寿人 


メモ リー の 内 容 が 消え る 


. M 点 灯 、 〇 点灯 で あ | a. 
ぃ 6 る 。 
周波 数 が 変 れ な い 5 
RA D. 周波 数 ロッ ク 機 能 が | b. 
働い て いる 。 


リチウム 電池 の 交換 


周波 数 ロッ ク 機 能 を 解除 する 。 


送信 中 に 、 表 示 が 点 小 し | 大 換 また は 充電 する 。 
た り 、 表 示 が 全て 消え た ' 電池 の 消耗 (電池 が 消耗 し た 時 、 自 動 的 に 電源 が 
りす る 。 DFF に な る 。) 
. 電池 の 消耗 . 交換 また は 充電 する 。 
送信 し な い 。 D. PT ロッ ク 機 能 が | D. PTT ロッ ク 機 能 を 解除 する 。 
働い て いる 。 


9 財 き 


2 


8-1 アフ ター サー ビス 


ゆ 保 証書 


ぬ 保 証 期 間 


保証 期間 経過 後 の 修理 


8-2 リチウム 電池 の 交換 


保証 書 は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 
お よび 、 記 載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 で 下 の 
いい 。 


お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 

正常 な ご 使 凶 状 態 で この 期間 内 に 万 一 故 降 が 生じ た 場合 
は 、 お 手数 で す が 、 製品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 保証 
書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 当社 サー ビス 窓口 に ど 相談 
下さ い 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は 、 お 客 
様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 

アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 、 当 社 サ ービス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 


マイ クロ コン ピュ ー タ は 、 リ チ ウ ム 電 注 で バッ クア ッ プ 
され て いま す 。 

し た が つて 電源 スイ ッ チ を 切っ て も 、 メ モリ ー は 保持 さ 
れ ま す 。 

リウ チム 電池 の 寿命 は 約 5 年 で す 。 

バッ クア ッ プ され な く な っ た 場合 は 、 リ チ ウ ム 電 池 の 寿 
命 で す の で 、 電 池 交 換 が 必要 で す 。 

電池 の 交換 は 、 お 買い 求め いた だ いた 販売 店 、 ま た は 当 
社 サ ービス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 
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9 申請 書 の 書き 方 


本 機 に より 、 ア マチ ュ ア 無線 局 の 申請 を する 場合 は 、 市販 の 申請 用 紙 に 下記 の 事項 を まち が い 


な く 記 載 の 上 、 申 請 し て 下さ いい 。 


(無線 局 免許 申請 書 ) (アマ チュ ア 局 免許 申請 の 保証 願 ) 
21 希望 する 局 流 才 の 範 固 、 空中線 介 力 。 六 の 天 式 


生還 市 還流 の 型式 


登録 機 拝 の 登録 
番号 も し く は も 区 


林 斉 交付 手数 料 


標 付 手数 料 


付 図面 口 送信 機 系 続 較 
( 具 属 装 汗 の 族 元 の 記載 を 含む ) 


発 民 可 能 
な 電流 の 
型式 、 周 
波数 の 範 
囲 


変調 の 
方 式 


大 の 天 式 


記入 箇所 _| DJ-F1 | DJ-K1 | DJ-S1 | DJ-F4 


* ま ] | 144MHz _ 430MHz 
空 中 線 電 カ 10w 10w 
周 波 数 144MHz 帯 
M67748LX1 | M67749Mx1 
終 段 管 の 電圧 ・ 入 力 | 13.8V 14w | 13.8v 22.77w 
送信 空中 線 の 型式 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て 下さ い 。 


| *7| 登 録 番号 ・ 名 称 | DJ-F1 | DJK1 | DFS1 | DJ-F4 | DJ-K4 | DJ-84 | 


1() 、」AHL 制定 アマ チュ アバ ンド 使用 区 分 


EME 


L 中 口 居 波数 (非常 通信 周波 玖 ) 


( 入 ]) 144.10-144.20MHz の 周波 数 帯 は 、 主 に 遠 距 離 通信 に 便 用 する 。 

(: 往 2) デー タ 及 び 画 像 通信 の 区 分 は 、 144.60-144.75MHZ の 周波 数 帯 の も の に つい て は FM 送信 機 、 そ 
、 の 他 の 周波 数 泊 の も の に つい て は お お 昌 送信 磯 を 使 必 する 。 

( 生 3) 144.75-145.B0MHZ の 周波 数 青 の FM 直流 の 占有 周波 数 帯 幅 は 、16kHZ 以 下 と する 。 


430MHz 帯 


DW. デ ー タ 陣 像 


AESB 内 テー タ | に 
Wh 用 ゃ | と 
RIE 


430.0OE へ. .5H .90432.10 438.D 434.00 433.00 
0 431.0O 


65.00 489.00 44.0E 


呼出 周波 数 \ 非 常 通信 周波 数 ) 


( 注 ]) デー タ 及 び 画 像 可 信 の 区 分 は 、 431 .00-431 .5HMHz の 周波 数 吾 の も の に つい て は FM 送信 機 、 そ 
の 他 の 周波 数 帯 の も の に つい て は 588 日 送 信 機 を 使用 する 。 

( 生 6) 431.50 一 434.0UMHz の 局 泊 数 帯 の FM 電波 の 占有 周波 数 帯 幅 は 、 16kHZ 以 下 と する 。 

( 注 3) レピータ の 入出 力 周波 数 は 、 別 に 定め る 。 

CE4) 435.00 一 438 .JUMHZ の 周波 数 帯 は 、 1991 年 1 月 91 まで は 、 ATV 通 信 に 使用 する こと が で き 


と 


ププ で 


目 オプ ショ ン 


@ EBP-14N(7.2vy 400mAH ニッ カド バッ テリ ー バ パッ ク 薄 刷 ) る ESK-18( イ ルミ ネー ショ ン 付 キー パッ ド 時 ) 
e EBP-15N(7.2V 700mAHd ニッ カド バッ テリ ー パ バック) e ESK-1W( イ ルミ ネー ショ ン 価 キー パッ ド 白 ) 
@ E5P-1BN(12V 600mAH ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク ) @ ESK-1Y( イ ルミ ネー ショ ン 付 キー パッ ド 萬 ) 
e EDC-23( ア タプ ター 付 AC バ ッ テ リ ー チ ャ ー ジ ャ ー) s EMS-8( リ ニコ ン 付 スピ ー カ ー マ イ ク ) 

@ EDC-33(AC/DC 急 速 バ ッ テ リ ー チ ャ ー ジ ャ ー) s EME-11(VOX/PTT 切換 え 付 タイ ビン マイ ク )} 
WEDC-36( ア クティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガラ イタ ー ケ ー ブ ル N ) eEME-10K (VOX/PTT [切換 ええ 付 ヘ ッ ド セッ ト ) 
e EDC-43( チ ャ ー ジ ング 用 シガー ライ ター 用 ケー ブル N : ゅ EBC-5( ソ フト ケー ス 付 ショ ル ダ ー ベ ルト ) 
WEDC-37( 茎 地 局 用 電源 ケー ブル N ) wESC-15( ソ フト ケー ス ) 

WEJ-12U( ト ー ン スケ ル チ ユ ニッ ト ) eEME-5( プ チ 型 イヤ ホン ) 

w EJ-10U(DTMF ENC/DEC ユ ニッ ト ) ゃ EME-4( イ ヤ ホ ンマ イク ) 
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JI /S1/F| 


還 一 般 仕様 
@ 周波 数 範囲 : 144.000~145.995MHz 
定格 電圧 : DC9V 
@ 吉 波 形式 : F3 
琶 2 の 2 カ イッ ピース ンス 26 
@ ゅ スピー カー イン ピー ダン ス : 8Q 
@ 外形 寸法 : (突起 物 含ま ず ) 
〈 DJ- F1 ) 
時 準 時 : 
110(H)X53(W)X41(D)m 
EBP -14N 実 装 時 : 
110(H)X53(W)X34(D) 
IDJ-|IK1/S1 ) 
標準 時 : 
110(H)X53(W)X37(D)m 
EBP -14N 実 装 時 : 
110(H)X53(W)X30(D)mm 
旬 午 事 : 
〈DJ- F1 〉 標準 時 : 約 360g 
EBP-14N 実 装 時 : 約 340g 
《 DJ- K1/S1 〉 標準 時 : 約 350g 
EBP -14N 実 装 時 ・ 約 330g 
置 送 信 部 
送信 出力 : 約 5W(EBP-18N) 
High 約 5W(DC IN 13.8Vi 
約 2.5W( 定 格 9V) 
@ 秋 調 方 式 : リア クタ ンス 変調 
@ 最大 周波 数 偏 移 ・ 二 5kHz 
@ ス プリ アス 発射 強度 一 60dB 以 下 


一 受信 部 
受信 感度 (12dB SINADj : 
ー15dB Ip 
受信 方 式 |: 
ダブ ルス ー パ ー ヘ テロ ダイ ン 方 式 
@ 中 問 周波 致 1ST 1F 23.05MHz 
2nd 1F 455kHz 


DJN4/64/F4 


国 一 般 仕様 
人 周波 数 範囲 : 430.000 て 439.995MHz 
定格 電圧 : DC9V 
@ 電 波形 式 : F3 
@ マ イク 入力 イン ピー ダン ス : 2kO 
@$ ス ピー カー イン ピー ダン ス : 89 
外形 寸法 : (突起 物 含ま ず ) 
(DJ-F4 ) 
昌 準 時 : 
110(HDX53(W)※41(D)W 
EBP -14N 実 装 時 : 
110(H)X53(W)X34(D)mW 
(DJ- K4/S4 
標準 時 : 
110(H)※53(W)X37(D)m 
EBP-14N 実 装 時 : 
110(H)X53(W)X30(D)mW 
@ 量 量 : 
( DJ- F4 ) 様 準 時 : 約 360g 
EBP-14N 実 装 時 : 約 340g 
《 DJ- K4/S4 ) 準 時 : 約 350g 
EBP-14N 実 装 時 : 約 330g 
還 送 信 部 
送信 出力 : 約 5W(EBP- 18N) 
High 約 5W(DC IN 13.8V) 
約 2.0W( 定 秦 9V) 
変調 方 式 リア クタ ンス 変 語 
@ 最大 周波 数 信 移 : 土 5kHz 
@ スプ リア ス 発 射 強度 : 一 60dB 以 下 


置 受信 部 
人 受 信 感 度 (129dB SINAD) : 
ー15dBp 
受信 方 式 : 
ダブ ルス ー パ ー ヘ テロ ダイ ン 方 式 
@ 中 間 周 波数 : 1ST 1F 23.05MHz 
Znd 1F 455kHz 


J り ルイ 電 地 株式 会 社 


* 本 社 - 大 版 支 店 : 〒540 大 阪 市 中 央 区 城 見 2 丁目 1 番 51 号 (ツイ ン 21 MID ビ ル 23) 


@ 東 京 支 店 : 
* 礼 帳 党 業 所 
信吾 営 本 所 
名 古屋 営 附 
家財 営 血 
9 広島 党 評 
@ サ ービス 技 鶴 
の 工 


1 


170 東 衣 都 署 重 区 東 洗 袋 3 丁目 1 番号 (サン シャ イン 60・Ez 前 ) 


:TD60 札 嫌 市 中 央 区 北 一 打 西 2 丁目 1 号 ( 札 想 時 討 合 ビル 4 夫 ) 
:〒〒98 他 台 市 調 保 区 一 番 本 4 丁 日 需 号 (仙台 第 一 生命 ク ワー ビル 15 階 ) 
:〒460 名 古屋 市 中 区 栄 2 丁目 1 赦 1 号 日 土地 名 十 恒 ピル 15 誰 } 
: て 812 福 同市 才 多 区 博多 駅 】 丁 目 3 閉 6 挟 ( 第 3 博多 仙 成 ビル 10 脂 ) 
230 広 市 中 丘 描 本 町 10 番 10 号 (広島 イン テス ミ 席 ) 
- エ 170 東 京都 賢島 区 和束 池 准 3 丁 目 ? 番 1 号 ( サ ン シ ェ イン 60・22 際 ) 
:〒569 大 葬 府 高槻 市 王 島 江 1 丁 目 1 閉 1 号 


全 06-946-8140( 代 表 ) 
会 03-3983-9361 (代表 ) 
全 011-231-7712 (代表 ) 
022-221-8220 (代表 ) 
全 052-212-0541 代表) 
合 092-473-BC34 (代表 ) 
窓 08Z-222-0234 (代表 ) 
人 で 03-3983-9351 (代表 : 
人 き 0726-77-0312( 代 天 ) 
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